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本書は、小笠山総合運動公園建設事業に伴い実施された、計画地内に所在する居村古墳群◎居村遺

跡◎若作古墳群◎上石野古墳群の4遺跡の発掘調査の報告書である。

小笠山総合運動公園の計画地は、掛川◎袋井両市の南部地域、小笠山丘陵北西麓に相当する地域で

あるが、計画地内にはいわゆる周知の遺跡はこれまで確認されておらず、遺跡の分布◎実態は明らか

にされていなかった。今回の調査により、居村遺跡において弥生時代後期に丘陵上に営まれた集落跡、

若作古墳群◎上石野古墳群において木棺直葬の円墳からなる群集填、また、居村古墳群においては円

礫積み横穴式石室を主体部とする群集境など、弥生時代◎古墳時代の特色ある遺跡が明らかにされ、

当地域の歴史を解明するうえでの新たな資料を検出することができた。

居村古墳群は、7世紀中頃に築造された石室墳であるが、掛川市南部ではこれまで石室墳の所在は

あまり知られておらず、後期群集境の墓制として、横穴墓の分布が卓越している当地域での調査事例

として重要な位置を占めるものである。また、石室は撹乱◎崩落を一部受けてはいたものの、天井石

も残存しており、比較的良好な状態で発見されたのは幸いであった。

また、若作古墳群◎上石野古墳群は古墳時代中期に造墓の開始されたいわゆる初期群集墳の調査事

例となったわけであるが、当地域の初期群集墳に関しては愛野向山古墳群などほぼ同時期に形成され

た群集墳の調査事例と併せ、その被葬者集団の性格等に関する論議も活発に行われてきている。

居村遺跡においては、弥生時代後期の住居跡や掘立柱建物跡、土器棺墓等が検出され、当地域で多

くみられる丘陵上に営まれた集落跡の様相が明らかとなった。これら4遺跡の調査の成果が今後の当

地域の歴史研究の一助となれば、幸いである。

現地調査および資料整理、本書の作成にあたり、静岡県都市住宅部公園緑地課◎静岡県小笠山総合

運動公園建設事務所◎掛川市教育委員会◎袋井市教育委員会◎静岡県教育委員会をはじめとする多く

の関係諸機関および関係者の方々、また地元の皆様には、多大な御協力、御理解をいただき深く感謝

申し上げる。また、遺跡の解釈について多くの助言◎指導をいただいた方々、現地での発掘作業、ま

た整理作業にあたられた方々に厚く御礼申し上げたい。

1997年3月

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所　長　斎　藤　　忠
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1◎本書は、静岡県掛川市平野に所在する居村古墳群および居村遺跡、ならびに袋井市愛野に所在す
わかさく　　　　　　　　　　　かみいしの

る若作古墳群（F地区）および上石野古墳群の発掘調査報告書である。

2◎調査は小笠山総合運動公園建設に伴う埋蔵文化財調査として、静岡県小笠山総合運動公園建設事

務所の委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、掛川市教育委員会◎袋井市教育委員会

の協力を得て、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が実施した。

3◎調査は、平成5年度に実施された掛川市◎袋井市の両教育委員会の踏査に基づき、平成6年度に

一部確認調査を実施、平成7年9月から平成8年10月まで確認調査と並行する形で現地発掘調査を

実施した。また整理作業は、現地調査に引き続き平成9年3月まで行った。

4◎　調査体制は次のとおりである。

平成6年度（確認調査）

所長　斎藤　忠　　常務理事　鈴木　勲

調査研究部長　小崎　章男　　調査研究部次長　栗野　克巳

調査研究三課長　渡瀬　治　　調査研究員　加藤　理文◎岩本　貴

平成7年度（確認調査◎本調査）

所長　斎藤　忠　　副所長　池谷　和三　　常務理事　三村田　昌昭

調査研究部長　小崎　章男　　調査研究部次長　栗野　克巳

調査研究三課長　渡瀬　治　　調査研究員　長谷川　睦

平成8年度（確認調査◎本調査◎資料整理）

所長　斎藤　忠　　副所長　池谷　和三　　常務理事　三村田　昌昭

調査研究部長　石垣　英夫　　調査研究部次長　栗野　克巳

調査研究三課長　渡瀬　治　　調査研究員　飯塚　晴夫◎柴田　睦◎長谷川　睦

5◎　平成7年度の現地調査では井鍋誉之（当研究所技術作業員）の協力を得た。

6◎　本書の執筆は長谷川がおこなった。

7◎　石材の鑑定については、伊藤通玄氏（静岡大学名誉教授）に依頼した。

8◎赤色顔料の鑑定については、肥塚隆保氏（奈良国立文化財研究所）、降旗順子氏（京都大学大学院

生）に依頼した。

9◎　玉類⑳耳環の材質分析については、望月明彦氏（沼津工業高等専門学校助教授）に依頼した。

軋遺物の撮影は、4×5判について楠本真紀子氏（写房　楠華堂）に委託し、6×7判については

杉山すず代（当研究所技術職員）が実施した。

11◎　現地調査および本書の作成に当たっては、次の方々に有益な御指導◎御助言をいただいた。ここ

に記してお礼申し上げる。（敬称略）

市原詩文◎長田賓◎田辺昭三◎向坂鋼二

12◎　本書で使用した遺構の表記は次の通りである。

SB　住居跡　　　SH　掘立柱建物跡　　　SF　土坑　　　SX　不明遺構　　SP　ピット

13◎　本書の編集は、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所があたった。

14◎発掘調査の資料は、すべて財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が保管している。
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三三　三　二三
第1図　　調査地点および周辺地形図

第　2　図　　周辺遺跡分布図

第　3　図　　居村古墳群全体図

第　4　図　　居村1号墳墳丘図

第　5　図　1号墳墳丘断面図

第　6　図　1号墳天井石および閉塞の状況

第　7　図　　1号墳石室実測図

第　8　図　1号墳墓坑および石室断面図

第　9　図　1号墳石室基底石◎墓坑実測図

第10図　　1号墳石室完掘図

第11図　1号墳遺物出土状況図

第12図　1号墳出土土器

第13図　　1号墳出土大刀

第14図　1号墳出土鉄製品

第15図　1号墳出土装身具

第16図　　居村2号墳石室実測図

第17図　　2号墳遺物出土状況図

第18図　　2号墳出土土器

第19図　　2号墳出土金属製品

第20図　　居村3号墳石室実測図

第21図　　3号墳出土遺物

第22図　　居村遺跡遺構全体図

第23図　　SBl、SB5実測図

第24図　　SB2実測図

第25図　　SB3実測図

第26図　　SB4実測図

第27図　　S Fl、S F2実測図

第28図　　S F4、S F5、

第29図　　S F9、S FlO、

第30図　　SPl、SP2、

第31図　　SHl実測図

第32図　　SXl実測図

第33図　　SX2実測図

第34図　　SX3実測図

S F6、S F7、S F8実測図

S Fll実測図

S P3実測図

第35図　　居村遺跡出土遺物実測図（1）

第36図　　居村遺跡出土遺物実測図（2）

第37図　　居村遺跡出土遺物実測図（3）

第38図　　居村遺跡出土遺物実測図（4）

第39図　　居村遺跡出土遺物実測図（5）



第40図　　居村遺跡出土遺物実測図（6）

第41図　　若作古墳群F地区調査区全体図

第42図　　若作F1号墳墳丘図

第43図　　Fl号墳主体部実測図

第44図　　若作F2号墳墳丘図

第45図　　F2号墳主体部上面集石実測図

第46図　　F2号墳主体部実測図

第47図　　F2号墳出土遺物

第48図　　上石野1◎2号墳周辺地形図

第49図　　上石野1号墳墳丘図

第50図　1号墳主体部実測図

第51図　1号墳出土大刀

第52図　1号墳出土鉄製品

第53図　1号墳出土鉄鉱

第54図　　上石野2号墳墳丘図

第55図　　2号墳主体部実測図

第56図　　2号墳出土遺物

第57図　　上石野3◎4号墳周辺地形図

第58図　　上石野3号墳墳丘図

第59図　　3号墳主体部実測図

第60図　　3号墳鉄鉱出土状況図

第61図　　3号墳出土大刀

第62図　　3号墳出土鉄鉱

第63図　　3号墳出土馬具

第64図　　3号墳出土馬具（復原図）

第65図　　3号墳墳丘周辺出土土器

第66図　　上石野4号墳墳丘図

第67図　　4号墳第1主体部実測図

第68図　　4号墳第2主体部実測図

第69図　　4号墳第1主体部出土鉄剣

第70図　　4号墳第1主体部出土鉄鉱◎刀子

第71図　　4号墳第2主体部ガラス小玉◎刀子出土状況図

第72図　　4号墳第2主体部出土ガラス小玉◎刀子
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調査工程表

周辺遺跡地名表

居村古墳群出土土器観察表

居村遺跡出土土器観察表（1）

居村遺跡出土土器観察表（2）
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表6　　居村遺跡出土土器観察表（3）

図版　摘　次
図版1　居村古墳群

1．居村古墳群調査区全景（南より）

2．1号墳墳丘調査前（南西より）

図版2　居村古墳群

1．1号墳墳丘全景（南より）

2．1号墳天井石検出状況（南より）

図版3　居村古墳群

1号墳石室全景（南より）

図版4　居村古墳群

工　1号墳玄室内（奥壁付近◎南より）

2．1号墳石室（奥壁付近より）

3。1号墳羨道部（玄室より）

図版5　居村古墳群

1。玄室内左壁石積みの状況（奥壁より）

2。玄室内右壁石積みの状況（奥壁より）

3。立柱石および石室右壁石積み（東より）

図版6　居村古墳群

1。1号墳石室全景および墳丘断面（南より）

2。1号墳石室裏込めの状況（玄室右壁◎南より）

3。1号墳墳丘盛土の状況（右壁立柱石付近⑳南西より）

図版7　居村古墳群

1．1号墳玄室遺物出土状況（玄室中央より左壁立柱石付近）

・　2。1号墳玄室須恵器量不出土状況（南より）

3。1号墳玄室平瓶◎勾玉出土状況（南東より）

図版8　居村古墳群

1。1号墳玄室刀子出土状況（南より）

2．1号墳玄室大刀出土状況（南西より）

3．1号墳玄室装身具類出土状況（南東より）

図版9　居村古墳群

1．1号墳玄室耳環出土状況

2。1号墳玄室桑玉出土状況

3．1号墳玄室ガラス小玉出土状況

図版10　居村古墳群

上　1号墳玄室切子玉出土状況（南東より）

2。1号墳墳丘南斜面須恵器出土状況（南東より）

3。1号墳石室墓坑および基底石（南より）

4。1◎2号墳墓坑および基底石検出状況（南より）



図版n　居村古墳群

1．　2号墳石室全景（西より）

2。　2号墳左壁石積みの状況（西より）

図版12　居村古墳群

1。2号墳玄室内耳環出土状況（南東より）

2め　2号噴石室内土器出土状況（西より）

3。2号墳全景および基底石◎墓坑検出状況（南より）

図版13　居柑古墳群

1．　2号墳完掘状況（南より）

2。　3号墳石室検出状況（南より）

3．　3号墳石室耳環出土状況（西より）

図版14　居村遺跡

温さ　調査区全景

2。SBl啓SB2　◎SB5検出状況（南より）

図版15　居柑遺跡

1や　SBl検出状況（東より）

2。SBl土器出土状況（東より）

3。SB2検出状況（南西より）

図版蟻　居柑遺跡

鼠。SB3検出状況（南西より）

2。SB4検出状況（南より）

3。SB4土器出土状況（南東より）

図版17　居柑遺跡

1．SI一一一Il、検出状況（西より）

2。S F9　◎S F10◎S Fn検出状況（南西より）

3。壷形土器（No23）出土状況（南東側斜面、西より）

図版18　居村遺跡

上　S Fl検出状況（南より）

2。S F2検出状況（西より）

3。婆形土器（No21）検出状況（南より）

図版19　若作古墳群

L　若作古墳群　雄地区）調査区全景（北西より）

2。Fl号墳墳丘全景（南より）

図版20　若作古墳群

1。Fl号墳墳丘全景（東より）

2。肝1号墳主体部（南西より）

図版21若作古墳群

1。Fl号墳第1主体部（東より）

2。Fl号墳第2主体部（南東より）

：上　F1号墳第3主体部（東より）

図版22　若作古墳群



1．F2号墳墳丘全景（北西より）

2．F2号墳主体部上面集石の状況（南より）

3．F2号墳墳丘全景（南より）

図版23　若作古墳群

1．F2号墳主体部検出状況（北東より）

2．F2号墳刀子出土状況（主体部上面集石下、西より）

3．F2号墳刀子出土状況（主体部床面、北より）

4。F2号墳主体部完掘状況（南より）

図版24　上石野古墳群

1。上石野古墳群調査区全景（南西より）

2。上石野古墳群調査区全景（北より）

図版25　上石野古墳群

1。1号墳墳丘全景（北東より）

2。1号墳主体部検出状況（北東より）

図版26　上石野古墳群

1．1号墳主体部検出状況（西より）

2．1号墳主体部西側小口遺物出土状況（南東より）

図版27　上石野古墳群

1。1号墳主体部大刀◎鉄鉱出土状況（主体部東側、北より）

2。1号墳主体部大刀出土状況（主体部西側、南より）

3。1号墳主体部鉄鉱◎鎌出土状況（東より）

4．1号墳墳丘南側周溝状遺構（東より）

図版28　上石野古墳群

1．　2号墳墳丘全景（北より）

2．　2号墳主体部検出状況（北より）

3。　2号墳第1主体部完掘状況（南東より）

4．　2号墳主体部完掘状況（南より）

図版29　上石野古墳群

1．　3号墳◎4号墳調査区全景（北西より）

2．　3号墳墳丘全景（西より）

図版30　上石野古墳群

1。　3号墳墳丘全景（南東より）

2。3号墳主体部全景（南東より）

図版31上石野古墳群

1。　3号墳主体部全景（南西より）

2．　3号墳主体部東側小口の状況（北西より）

3。3号墳主体部西側小口の状況（南より）

図版32　上石野古墳群

1．　3号墳主体部木棺痕跡（西より）

2．　3号墳主体部東側小口断面（西より）

3．　3号墳主体部西側小口断面（東より）



図版33　上石野古墳群

1．　3号墳主体部遺物出土状況（南より）

2。3号墳大刀出土状況（南東より）

3。　3号墳鉄鉱出土状況（南より）

4．3号墳主体部完掘状況（北東より）

図版34　上石野古墳群

上　4号墳墳丘全景（西より）

2。　4号墳墳丘全景（南より）

図版35　上石野古墳群

1。4号墳主体部検出状況（北西より）

2。4号墳第1主体部検出状況（東より）

図版36　上石野古墳群

1。4号墳第1主体部鉄剣◎鉄鉱出土状況（南西より）

2．4号墳第1主体部鉄鉱出土状況（南より）

二十　4号墳第1主体部東側小口断面（西より）

図版37　上石野古墳群

L　4号墳第2主体部検出状況（西より）

2。　4号墳第2主体部刀子◎ガラス小玉出土状況（北より）

3．4号墳主体部完掘状況（東より）

4。　4号墳墳丘断面（北側斜面◎西より）

図版38　居村古墳群出土遺物　1～7、9◎10（1号墳）

図版39　居村古墳群出土遺物　11～14（1号墳）　46◎47⑳51◎52（2号墳）

1へ／7、11～14集合（1号墳石室）

図版40　居村古墳群出土遺物　15◎16◎17～24◎25～27◎28◎29◎35～40◎41⑳42◎30～33

（1号墳）55へノ57◎54（2号墳）　58◎59◎60（3号墳）

図版41居村遺跡出土遺物　　1～3（SBl）　4（SB2）　6～9（SB4）

図版42　居村遺跡出土遺物　　10（SB4）11◎14◎15（SB5）16◎17（SX2）

28（包含層）

図版43　居村遺跡出土遺物　　18（S Fl）　20（SF4）　21◎22⑳32◎33（包含層）

図版44　居村遺跡出土遺物　　　23～26◎29～31（包含層）

図版45　居村遺跡出土遺物　　　40～51（包含層）

図版46　若作古墳群◎上石野古墳群出土遺物

1～4（若作F2号墳）　3～9◎1⑳2（上石野1号墳）

図版47　上石野古墳群出土遺物10～25◎26～41（上石野1号墳）

図版48　上石野古墳群出土遺物　42～44（上石野2号墳）

64◎50へ／58◎59◎60へ′63（上石野3号墳）

図版49　上石野古墳群出土遺物　49（上石野3号墳）

67◎68～75（上石野4号墳第1主体部）

143◎76～142（上石野4号墳第2主体部）



第I章　調査の経過

第1節　調査に至る経緯

平成4年6月、掛川市・袋井市両市にまたがる小笠山北西麓を中心とする地域に県営スポーツ公園

建設の計画が示された。当公園は「健康とスポーツと自然」をテーマとし、21世紀における県民の生

涯スポーツの拠点として、また、2002年開催予定のワールドカップサッカーや2003年開催予定の国民

体育大会の会場として、整備が進められることとなった。この公園建設計画に伴い、建設計画地内の

埋蔵文化財の有無について、県都市住宅部大規模公園建設課から県教育委員会文化課に照会がおこな

われた。計画地内には遺跡地図に掲載されているいわゆる周知の遺跡が存在しないものの、計画地の

総面積が269haと広大で、周辺の遺跡分布の状況や地形的な条件から、遺跡の所在する可能性が指摘さ

れた。そこで、掛川市・袋井市の両市教育委員会により、小笠山総合運動公園本体部分、県道掛川イ

ンタ一線（仮称）の施工対象地内の遺跡分布調査が実施され、工事着工前に確認調査が必要となる地

点がリストアップされた。このうち13地点について、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査主

体となり確認調査およびその結果に伴う発掘調査を、県教育委員会文化課の指導のもと、県都市住宅

部大規模公園建設課（平成7年4月より小笠山総合運動公園建設事務所）の委託を受ける形で実施す

第1図　調査地点および周辺地形図　　※Nnは確認調査実施地点を示す
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ることとなった。民有地の買収交渉の進展に合わせる形で、県有地への所有権移転完了、あるいは確

認調査に対する地権者の同意を得られた地点から確認調査を実施していくこととなった。そのため、

平成6年度は7箇所の確認調査を実施し、2箇所の遺跡の所在を確認したものの、その2箇所の本調

査および残る6地点の確認調査については、用地交渉の進展を待って翌年平成7年9月より実施する

ことになった。平成7年度は4箇所の確認調査と、居村遺跡◎居村古墳群の本調査を実施した。調査

開始時期の遅れと石室をもった古墳、弥生時代の遺構が発見されたことから、平成8年度も継続して

調査を実施することとなった。平成8年度は残る2箇所の確認調査を実施、その結果いずれの地点も

遺跡の所在が確認されたため、3箇所（上石野古墳群◎若作古墳群）の本調査を実施することとなり、

現地調査を同年10月3日まで実施した。

第2節　調査の方法

確認調査予定地点は、掛川市平野地区の谷地形に所在する調査地点1箇所を除き、そのほとんどが

丘陵上が対象である。丘陵頂部の高まりおよび斜面に所在する可能性のある古墳◎横穴墓の確認を主

眼として実施した。丘陵頂部の高まりに数条のトレンチを設定、最終的には基盤層まで掘り下げをお

こない、遺構および採取された遺物から、遺跡の所在の認定をおこなった。

確認調査の結果を受けて、本調査実施箇所については、調査区の樹木伐採をおこなったのち、表土

除去を実施、また抜根作業等には一部重機を用いて作業の効率化を図った。調査地点までは、かなり

の急斜面であるため、作業道の設置と併せ、資機材運搬用のモノレールを設置した。

古墳の遺構確認は、確認調査で掘削したトレンチ埋土の再掘削ののち、平面的に検出を行った。古

墳の墳丘については墳丘の構築過程を確認するため、十字のトレンチを設定、土層帯を残しながら、

古墳築造時の墳丘を検出した。居村1号墳については古墳築造前の旧表土、その上の整地層、盛土を

確認しながら、最終的には平面的に旧表土層まで墳丘の解体作業を行った。主体部の調査は、石室墳

については天井石◎側壁が崩落し、内部に石材◎土砂が落ち込んだ状態であったため、開口部からの

調査は無理と判断し、天井石を除去し、上方から石材◎土砂の除去を行い、平面的に調査を実施する

こととした。木棺直葬境については、主体部の平面プランを検出ののち、土層帯を残しながら墓坑内

の埋土の除去を行った。各遺跡の古墳主体部から出土した遺物はウレタンによる取り上げを行い、ま

た、床面に残された遺物小片の採取のため、床面近くの排土はフルイによる選別を実施した。また、

弥生時代の遺構の検出は平面的に行い、検出された順に仮の遺構番号を付け、整理作業時に遺構の性

格別に番号を決定した。なお、遺構の性格による表記は例言に掲げたとおりである。

遺構平面図の作成は、古墳主体部については1／軋古墳墳丘および地形測量は1／軋また弥生時代

の遺構については1／20を基本として実測作業を行った。調査区には10m方眼のグリッドを設定した。

居村古墳群◎居村遺跡ではその主軸線を国土座標にあわせ、上石野古墳群◎若作古墳群では主軸を丘

陵の主軸に合わせた任意の方向にとり、後日国土座標への変換をおこなった。

遺構および景観写真の撮影には6×7判（モノクロ）と35mm判（モノクロ◎カラーリバーサル）を

用いて行い、作業工程撮影用に35mm判（カラーネガ）を使用した。また、遺構全景写真や、古墳の僻

轍写真撮影には、ラジコンヘリによる空中写真撮影も実施した。
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第3節　発掘調査の経過

公園建設予定地内の遺跡推定地の確認調査は、平成6年5月より開始した。現地プレハブを設置後、

掛川市篠場、平野両地区の随．25、27、30地点のトレンチ調査を実施した。用地交渉の進捗状況により、

その後一時中断、11月になり恥．26、32、34、5地点の調査をおこなった。このうち腕．32、5地点で古

墳の存在が明らかとなったが、本調査は次年度以降に繰り越されることとなり、資機材◎現地プレハ

ブを撤収し、平成6年度の調査を完了した。

平成7年度は遺跡推定地腕．28、31、32北、5北地点の確認調査を実施、また古墳の所在が明らかに

なっていた‰・32地点（居村古墳群◎居村遺跡）について、本調査を実施した。調査は9月に現地プレ

ハブを設置、作業員の確保、資機材の準備ののち、確認調査を開始、11月上旬まで実施した。この間

に本調査をおこなう恥．32地点の雑木伐採、測量用の基準杭打設、調査区への登山ルートの整備等をお

こない、完了した時点で確認調査と並行して本調査を開始した。

‰32地点（居村古墳群◎居村遺跡）の調査は11月中旬より開始した。この地点では先年度の確認調

査により、古墳の所在が1基確認されていたが、丘陵頂部の平坦な地形がこの古墳の南西側に連続し

ていたため、この平坦部にトレンチを新たに設定し、弥生時代の遺構と、丘陵斜面に包含層が形成さ

れていることを確認した。古墳についても横穴式石室墳であることが確認されたため、調査区を当初

計画より大幅に拡大して調査を実施することとなった。丘陵上の堆積は比較的薄く、古墳の盛土もか

なり流失していたことから、古墳の調査と同時に弥生時代の遺構の検出作業を行った。古墳（1号墳）

は主体部の遺存状況が比較的良好であったため、天井石を平面的に検出、実測作業をおこなったのち、

天井石と崩落した礫および土砂を除去し、床面までの精査をおこなった。石室◎遺物の出土状況の写
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真および図面による記録、副葬品の取り上げ作業をおこなったのち、石室の解体作業を実施した。墳

丘の調査は確認調査時のトレンチが、石室の主軸方位と異なっていたため、新たに主体部に合わせた

トレンチを設定し、断面で盛土の状況を確認、その後主体部の調査の完了を待って墳丘の解体をおこ

なった。2号填、3号項はかなり破壊を受けており、また墳丘も失っていたが基本的には1号墳と同

様な方法での調査を実施した。弥生時代の遺構は基盤層を掘り込むものであり、基盤層上面での平面

的な遺構検出をおこなった。また、丘陵斜面には包含層が形成されており、斜面で検出された住居跡

の検出と同時に、土器を中心とする遺物の取り上げ作業を行った。調査は調査区全域の写真撮影・測

量を終えた3月末に完了した。この間3月9日には、地元の平野地区、篠場地区の方々を対象とした

現地説明会を開催した。なお、用地交渉中であった残る確認調査予定地2地点については、次年度に

作業を繰り越すこととなった。

平成8年度は、4月に残る遺跡推定地随．35、陥．5西地点の確認調査を実施し、それぞれ遺構の所在

を確認した。その結果、恥．5地点の調査と併せて3地点の丘陵上の本調査を実施することとなった。

また、掛川市平野に置かれていた現地事務所は、工事の工程上移動する必要が生じたため、6月中旬

に袋井市愛野に移転した。

No．5地点（上石野1・2号墳）の調査は、雑木伐採、測量用の基準杭打設、調査区への登山ルート

整備、表土除去、抜根作業を終えた4月上旬から開始した。平成6年度の確認調査時のトレンチを再

発掘し、トレンチに合わせた土層帯を残しながら、平面的に主体部・周溝等の遺構確認をおこなった。

墳丘の調査は1号填、2号墳ともに規模、平面形、周溝の確認をおこない、また、主体部は墓坑内の

精査によって、鉄製品の副葬品を検出、実測・取り上げをおこなった。写真撮影、実測等の記録を実

施したのち、7月上旬に調査を完了した。

6月からは恥．35地点（若作古墳群）の調査を実施した。確認調査では丘陵頂部の鞍部を挟んだ2箇

所の高まりで、古墳の所在を確認した。雑木伐採、基準杭打設後、墳丘の規模・平面形・周溝等関連

する遺構および主体部の検出を、土層帯を残しながら平面的におこなった。F1号墳では3基の主体

部を検出、墳丘は削りだしによるものであったため、基盤層上面の傾斜変換点を押さえながら、墳丘

の確認をおこなった。主体部からは副葬品の出土はみられなかったが、排土のフルイによる選別を実

施した。F2号墳周辺では、地山中の礫が露出していたため、検出された礫が自然の露頭であるか、

遺構であるかの確認をおこないながら遺構検出をおこなった。上面の礫の集中箇所を古墳の遺構の一

部と認定し、実測作業を行いながら礫の取り上げ作業を行った。この礫の下層から主体部が検出され、

床面から鉄製品が出土した。墳丘は基盤層上面で平面的な検出をおこない、その平面形、規模を確認

した。2基とも写真撮影、実測作業を完了、7月末に調査を終了した。

恥．5西地点（上石野3・4号墳）では、2基の古墳の所在が確認された。調査は7月中旬より開始

確認調査トレンチ掘削作業
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した。なお、8月27日には地元の住民を対象とした公園建設事務所主催による工事区域内の見学会が

開催され、その際に上石野3・4号墳の調査の概要についての説明会を実施した。

調査区の雑木伐採、基準杭打設後、主体部の墓坑プランの確認、土層帯を残しながらの墳丘の検出

作業をおこなった。3号墳の主体部は、墓坑の小口部分および埋土中の灰色粘土を追いながらプラン

の検出につとめ、床面からは鉄製品の副葬品が出土した。木棺の痕跡も検出されたため、土層帯の観

察、記録も慎重におこなった。実測作業終了後、ウレタンによる鉄製品の取り上げをおこなった。墳

丘の調査では周溝、土器片の検出もあった。基盤層上面での墳丘規模、平面形の確認をした後、記録

をおこなった。4号墳では2基の主体部を検出、精査により、鉄製品・玉類の副葬品が出土した。写

真撮影、図面による記録後、ウレタンによる鉄製品の取り上げ作業を実施した。墳丘は土層帯を残し

ながら墳丘規模、平面形の確認をおこなった。3号墳・4号墳は完据後、写真撮影、測量をおこなっ

て、10月上旬に調査を終了した。同時に発掘機材・遺物等を搬出、現地事務所を撤収し、現地におけ

るすべての作業を完了した。

上石野3号墳主体部調査状況 鉄器取り上げ作業
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第且節　地理的環境

調査対象となった4遺跡の所在する掛川市⑳袋井市は、静岡県の西部地方を商流する東海型の大河

川である大井川と天竜川とに挟まれた地域に隣り合って位置する。いわゆる中遠地方と呼ばれる地域

であり言日国名の遠江国の中央部に相当する地域である。両市を地形的に概観すると、現在の市街地

の所在する平野部分からみて、北側には赤石山系から南下してきた尾根が迫り、南には小笠山丘陵が

広がっている。平野部分は、掛川市八高山に源を発し西流する原野谷川、粟ヶ岳の東谷を源流とし西

流する道川が貫流、やがて合流し、さらに太田川に合流して南流し、遠州灘に注いでいる。流域には

これらの河川によって形成された沖積地が広がっているが、調査対象地付近の道川左岸の沖積地は、

総じて自然堤防が未発達であり、しばしば洪水に悩まされてきた地域でもある。

調査対象の4遺跡は、この道川左岸地域の平野を望む小笠山丘陵の北西麓に位置する。小笠山丘陵

は東西約16km、南北約13kmの範囲、袋井市⑳掛川市◎大須賀町◎太東町にまたがる丘陵で、標高264

mの最高点を中心として、緩やかな峰が放射状に延び、一連の丘陵地帯をなしており、あたかも山頂

から南西方向に向けて扇を広げたような形状をしている。その南西方向は緩やかに傾斜した丘陵性の

山地となっているのに対し、北側斜面、東側斜面は急斜面となっていて、対照的である。また小笠山

は、その大部分が小笠山礫層と呼ばれる大井川系の河川に由来すると考えられる硬質砂岩の石礫を主

体とした層からなり、小笠山を水源とする多くの小河川により浸食を受けて、小さな谷と樹枝状に延

びたやせ尾根が連続する複雑な地形となっている。

第2節　歴史的環境

今回調査を実施した4遺跡が所在する小笠山北西麓周辺の歴史的環境について、逆用の原野谷川流

域に展開する弥生時代◎古墳時代の遺跡を中心に、時代を追いながらその様相を概観しておくことに

する。

静岡県における縄文時代開始期の遺跡の分布は、東部に偏在する傾向にあり、県西部の逆用の原野

谷川流域においては、縄文時代早期から前期にかけての遺跡は数遺跡が知られているにすぎない。遠

江地方における数少ない押型文土器の出土した遺跡として知られる萩ノ段遺跡や、瀬戸山遺跡がこの

時期にあたる遺跡である。前期末頃から中期にかけて遺跡数は徐々に増え、県中⑳西部にも遺跡の増

加の傾向がみられるようになる。この時期の遺跡としては中期前半（勝坂式期）の集落遺跡である中

原遺跡や、上ノ段遺跡等がある。後期から晩期にかけての遺跡は、原野谷川上流域の段丘上にみられ

るが、上ノ段遺跡◎萩ノ段遺跡では晩期末から弥生時代中期前葉まで継続的に遺物が確認されている。

逆用◎原野谷川左岸に目を転じると、遺跡の状況は明らかではないが、愛野向山Ⅲ遺跡や愛野向山A

4号境の盛土中から黒輝石剥片◎頁岩製石鉱◎中期後半の縄文土器片等が若干量出土している。

弥生時代の集落は、稲作を生産基盤とする文化の定着により、比較的開田が容易で、より生産域に

近い低地の自然堤防や微高地などにその生活の場を移すようになる。東山遺跡◎金鋳原遺跡◎山下遺

跡など言縄文時代以来の集落景観を踏襲して営まれた段丘上◎丘陵上の集落がある一方で、原川遺跡⑳
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坂屁遺跡の領家遺跡砂梅橋北遺跡などの鴇沖横地の集落遺跡が展開している。自然堤防上に立地する

原川遺跡では、掘立柱建物跡鴇土器棺墓が検出されており、弥生時代中期前葉の集落跡と考えられて

いる。また、坂尻遺跡では中期後業以前に遡る可能性のある当地域最古の水田跡も検出されており戦

′‾・・．！、　　、　＼　　′、′　　′　・・　　　　　　　　′　　′　′ヽ　　‥、′　′、‥

＼－　リ、′　′　ノ、　　　　　′′ノ　　　　　　　　　　′　　　　　′　ノ′　′ノ　　　′．ノ　　′　　一　　　　　　　　　　　′．

棟を拡大し、長く継続されるようになる。

後期になると、遺跡数、密度と狛こ急激に増加する。また、遺跡の規模　太き　な　淘拠点的な集

落を中心に淘周辺に中小の集落　みられ鴻母相と分村とい　有機的なつながりを持った集落のあり方

ノバ　　　・・・　　′　　　　　　、　　　　′－　∴　　　　　′　　　　　　　　　′．′′　　　噴　′、・′′・　ノ．．′

、′′　て　　　′　一・ノ　′　′　　　　　　　∴′　　　　　　　　　　　′　、ノ　　　：′

・′・′　　　　　　　‥　ノ　・．

番号！ 遺跡名 i 時　 代　 いれ打棒有「「蔚跡名　 」運上■√「頂頂

日 鋼欄群欄欄跡極生仲）～古墳磯）集落0滴樟姐極守塚古墳群　　 棒針中後）　 「古墳

2　極墜舶凋載郎序墳仲⑳後）　　 古墳　 42　大門山古墳群　　 序墳仲ゆ後） i古墳

3　恒滅野欄群　　 序墳仲の後）　　 古墳　 職　渋垂神社上古墳群　 序墳仲◎後）　　 古墳

4　巨豚遺跡　　　 極文沖）～古墳　　 集落　 44　金山AO貼畔磯穴群極酎車後）　　 古墳

5　極戸山＝ 遺跡　 縄文～吉敷近世　　 集落　 舶　愛野向山遺跡　　 極文～弥生誹毛頭近世　集落

6　序岡原遺跡　　　 極文仲）～古墳（前　 集落　 媚　愛野向山古墳群の横穴群　古墳仲砂後）　　 古鰭

7　棒高＝‡遺跡　 極混戦巨竜墳（前）集落　 4日上石野遺跡　　　 弥生、近世　　 ！墳墓

8　榛原遺跡　　　 恒紅古墳　　　 散布地恒中 上石野躇墓　　 弥生　　　 i墳墓

中 金鋳原遺跡　　　 巨纏仲）～古墳（前　 集落陸中若作古墳群⑳若作遺跡弥生～古墳㈲　　 古墳診集落

臣　 極乱とノ段　　　 極射後）～古墳（前　 集落障　 巨山古墳群⑳横穴群　 古墳像）　　 古墳の横穴

』は「削滝跡　　　　 施患古墳　　　　 集落　－　5日篠場古墳群　　 ［古鰭磯）　　　 「古墳

1日 山下遺跡　　　　 弥生仲）～古墳　 集落の墳墓　52　金東谷田横穴群　　 古墳（後）　　　 横穴

㍑「都路塚古墳　　 序墳碑　　　 「古墳　 53　ノ欄神社脇古墳　 序墳胤　　　　 古墳

14　春林院古墳　　　　 古墳仲）　　　　　 古　墳　　 54　大谷代横穴群　　　　 古墳（後）　　　　　 横　穴
蟻　行人塚古墳　　　 序墳仲）　　　　 古墳　 添　谷切横穴群　　　 古墳（後）　　　 横穴

蟻　瓢塚古墳　　　　　 古墳仲）　　　　　 盲　壊　　 滅　岡津横穴群　　　　 古墳㈲　　　　　　 横　穴
i 可 各和金塚古墳　　　 古墳伸）　　　 古墳　 群　本村横穴群　　　 古墳磯）　　　 横穴
臣8 区ノ形古墳の石ノ形遺跡極生～近世　　　 桓墳吻集落　58 極坪古墳群　　　 古墳　　　　　 古墳

臣中権現山古墳群　　 序墳仲）　 i 古墳　 猶　浅間神社古墳群　　 古墳　　　 i 古墳

20 序佐ノ欄宮用墳　 序墳（後）　　 古墳　 鮒恒登山横穴群　　 古墳（後）　 i横穴

虹生」埜墜撃墜古墳　 序墳摘嗣　　　　 古墳陣　 宇洞ヶ谷横穴　　 古墳（後）　　　 横穴

障中東山古墳群　　　 棒針中後）　　 古墳　 寝　堂前横穴群　　　 古墳（後）　　　 横穴

23　東別所1号墳　　　　 古墳伸）　　　　　 古　墳　　 63　高代山古墳群　　　　 古墳仲）　　　　　 古　墳
飢　久努太塚古墳　　 古墳仲　　　　 古墳障　 極佐ヶ谷横穴群　　 極酎後）　 i 横穴

2日菅ヶ谷古墳掛横穴群序墳慨）　　 古掛横穴障　 巨五ヶ谷横穴群　 序墳慨）　 i 横穴

26 序入射遺跡　　 序墳一陣　 i 散布地障　 天段古墳群　　 序墳（後）　 ！古墳

27 極尻遺跡　　　 極生㈲ ～近堅＿　集落怨官街障　 別所横穴群　　 序墳像）　 ！横穴

器　図本遺跡　　　 極生磯 ～近世　　 散布地障　 鰯原横穴群　　 序墳像）　 i横穴

29　原川遺跡　　　　 極生仲）～近世　　 集落　 栖　岩谷横穴群　　　　 古墳像）　　　　 横穴
30 極橋北遺跡　　 極生仲「中世　　 集落　 封　谷坂古墳群　　 極墳仲～後） i 古墳

凱　舶遺跡　　　 極生㈲～近世　　 散布地　 m　団子塚遺跡砂古墳群　 弥生仲）～古墳（後）恒墓㊧古墳

霊　 曽我後遺跡　　　 極生～古代　　　 散布地　 帯恒原遺跡　　　 弥生像）　 ！集落

33 極攣遺跡　　　 極生胤 古代　　 散布地　 帯極尾向山路墳　　 古墳　　　　　 古墳

睦と止学名遺跡　　　 極生～古墳　　　 散布地　 74 極尾向山遺跡の古墳群弥生（後ト古墳像）墳墓◎古墳

臣と漣ノ上‡遺跡　　 極文～吉敷鞭‥　極掛 墳墓　撒　雲座り古墳群　　 序墳像）　　　 古墳

器　太酬遺跡　　　 縄文～近世　　　　 集落　 花　序者平古墳群　　 序墳磯）　　　 古墳
上里」華甲森古墳　　　 序墳像）　 ！古墳　 77 恒本山古墳群⑳横穴群序墳（後）　　　 古墳

38 序門太塚古墳　　 序墳（後）　　　 古墳　 撒序新田遺跡　　 極生㈲二中世 i 集落

諏　狐塚古墳　　　 序壇仲）　　　 古墳臣　 序ヶ山Bつ号墳　 序墳仲）　　　 古墳

随 」些蔵ヶ谷古墳群の横穴群極酎車後）　　 古＿墳恒　 極ヶ山B－2号聖二玉車重亡「「「 古墳
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山遺跡砂原新田遺跡◎峰山遺跡◎踊り原遺跡◎金鋳原遺跡⑳瀬戸山遺跡など、平野部分からの標高差

が30～40mもある場所に集落が営まれている。このような立地の集落について、畿内や瀬戸内地域等

でみられるいわゆる「高地性集落」と同様に、争乱の時代の防御的◎軍事的な性格を持った集落では

ないかとの見方がある。しかし原野谷川◎逆川流域は自然堤防が未発達であるという自然的な要因か

ら、丘陵上に集落を営んだと考えるのが妥当であろう。愛野向山遺跡では、北面する急斜面と舌状に

伸びた小支陵の先端付近で、斜面を階段状に削り出した150基を超える竪穴住居跡や、掘立柱建物群、

方形周溝墓群、木棺墓、土坑墓などが検出され、また小銅鐸も出土している。集落の時期は、弥生時

代中期の遺構が若干みられるが、後期後半の菊川式土器を伴うものがその大半であり、比較的短期間

に集中して営まれた集落遺跡の良好な事例となっている。

古墳時代になっても、集落の立地、生産基盤等には大きな変化はみられない。ここでは当時の社会

情勢、権力者の動向を端的に示す古墳についてみていくことにする。古墳時代前期の遠江地域で、太

田川西岸磐田原台地東経地域に新豊院の2号填、太田川西岸磐田原台地南東地域に松林山古墳といっ

た前方後円墳が出現するのは4世紀中頃である。しかし原野谷川◎逆川流域においては前期の首長墓

は、今のところ未発見であり、前期の首長の動向は明らかでない。しかし、中期になると、原野谷川

西岸の和田岡原に各和金塚古墳の瓢塚古墳◎吉岡大塚古墳◎春林院古墳◎行人塚古墳といった大型の

首長墓が相次いで築造されるようになる。各和金塚古墳は全長60mを超える規模をもつ前方後円墳で

あり、礫石積みの竪穴式石室からは多くの鉄製武器◎武具や石製模造品を中心とした副葬品が出土し

ており、眼下に広がる原野谷川流域平野を支配した首長墓としてふさわしい内容となっている。この

各和金塚古墳をはじめとするこれらの和田岡原を中心とした首長墓は5世紀後半になると急速に衰退

し、南流する原野谷川が西にその流れを変える付近から袋井市南東部にかけての地域に、その系譜に

連なるものと考えられる首長墓が分布する状況となる。5世紀後半から6世紀前半にかけて築造され

た宇佐八幡境内1号墳⑳権現山古墳◎浅間山古墳◎石ノ形古墳◎岡津奥ノ原古墳◎狐塚古墳などがこ

れに相当する。またこのころ、木棺直葬の小円墳からなる群集墳が原野谷川左岸丘陵や岡津丘陵に展

開される。最近ではこの木棺直葬墳の調査事例も多く、5世紀後半に造墓が開始された例として愛野

向山古墳群、若作古墳群、6世紀代の例として高尾向山古墳群、金山古墳群、雲座古墳り古墳群、団

子塚古墳群、地蔵ヶ谷古墳群、井守塚古墳群、谷坂古墳群などの古墳群の内容が発掘調査により明ら

かとなっている。

6世紀前半には、当地域に横穴式石室を主体部にもつ古墳が出現する。円礫積み横穴式石室の採用、

金銅装馬具や鏡、直方∴剥臥多量の須恵器などの豊富な副葬品といった、当地域の経済基盤を背景

にした首長墓と考えられる大門大塚古墳である。これ以降、6世紀後半頃からは、横穴式石室を採用

した古墳群と、横穴群の数が急増し、群集壇の時代となる。原野谷川◎道川左岸地域は、県内でも有

数の後期群集墳の分布する地域となっているが、石室墳による群集墳の分布の顕著な地域と、横穴墳

が際だった分布を示す地域、また両者が混在する群集墳が展開する地域とがあるようである。

横穴式石室境を採用する古墳群の例として、袋井市域では6世紀後半に造墓開始、7世紀前半に盛

期を迎える長者平古墳群がある。小笠沢川中流域の段丘南縁に展開する古墳群で、56基が確認されて

いる。また小笠沢川流域にはこのほか団子塚古墳群◎山本山古墳群がある。山本山古墳群は石室填、

横穴が併存する古墳群であり、6世紀中頃から7世紀前半にかけて造墓がなされ、7世紀前半に石室

境から横穴墳へと移行していく状況が明らかにされている。掛川市域では原野谷川上流域や、家代用、

垂木川、倉真川流域に単独墳あるいは群を構成する基数の少ない群集墳が点在するが、横穴墳の分布

に比べ非常にその数が少ない。道川◎原野谷川左岸地域では、横穴墳と併存する上山古墳群の例があ

る。

ー91－



一方横穴群は、山麓山横穴◎宇洞ヶ谷横穴といった単独立地の横穴が初現期（6世紀前半から中頃）

のものとされ、鏡や金銅装馬具など首長墓と何ら変わりない豊富な副葬品を持つものである。これ以

降、この周辺地域に横穴群が次々と築造され、県内でも有数の横穴群集地帯として際だった分布を示

す。原野谷川中流域から上流にかけての地域には菅ヶ谷横穴群◎堂前横穴群◎甚佐ヶ谷横穴群といっ

た横穴群の分布がみられ、逆用左岸地域の横穴群と並ぶ横穴群集地帯となっている。道川左岸地域に

は本村横穴群◎岡津横穴群◎大谷代横穴群◎十二ヶ谷横穴群◎上山横穴群などがあり、7世紀前半を

盛期として築造された横穴の密集地域となっている。袋井市域では地蔵ヶ谷横穴群◎愛野向山横穴群

などの大規模な横穴群のほか、金山横穴群◎菩提山横穴群◎山本山古墳群（横穴群）などの小規模な

横穴群も分布する。

またこれ以外の墓制として、横穴式木室を採用した古墳が、袋井市南部の団子塚古墳群◎高尾向山

古墳群などにみられ、磐田原台地以東では比較的集中する地域となっている。掛川市域でも首長墓で

ある堀ノ内13号境でこの墓制が採用されており、石室墳◎横穴墳と並んで当地域の後期群集境を考え

る上で重要な事例となっている。

以上のように道川◎原野谷川流域の古墳群は、中期以降木棺直葬墳からなる初期群集境が比較的多

くみられる地域であること、後期には、引き続いて木棺直葬填、横穴式石室填、横穴填、横穴式木室

といった墓制のバリエーションがみられる地域となっており、首長墓の系譜や被葬者集団の階層制な

ど、古墳時代中期から後期にかけての政治的◎社会的状況を解明する上で重要な課題を包括している

地域であるといえる。
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第且節　調査の概要

居村古墳群は掛川市の南西、小笠山丘陵北西麓にあたる掛川市平野に所在する。付近の地形は、小

笠山丘陵から派生する尾根が南から北に向かって伸び、北側に広がる沖積平野に臨むあたりで複雑に

枝分かれしているが、分岐したこれら小支陵の突端付近が当古墳群の立地となっている。古墳群の南

東側には平野沢川という小河川によって形成された小扇状地が形成されている。この小支陵は最も高

い部分で標高55mであり、尾根の南東に広がる小扇状地のレベルからの比高差は約18mを測る。

調査地点の尾根頂部では、概して堆積は薄く、古墳の盛土部分を除いた箇所では表土を除去すると

ほどなく基盤層に至る。基盤層は小笠山礫層に属するものであるが、古墳の石室の墓坑は、この基盤

層を掘り込む形で掘削されている。尾根の南東および北西斜面は地形図においても等高線が比較的密

で急斜面となっているが、斜面には若干赤みを帯びた暗黄褐色土が比較的厚く堆積している。この堆

積層は遺物包含層となっており、古墳時代の遺物のほか、弥生時代中期から後期を中心とした遺物を

含んでいる。なお、このことについては章を改め、「第Ⅳ章　居村遺跡」として述べることとする。

調査では横穴式石室を主体部にもつ3基の古墳が検出されている。尾根の最も高い標高点に1号境

が、その南西に2号填、さらに南西に3号境が存在する（第3図）。平成6年度に実施した確認調査で

は、1号墳墳丘部分の高まりに十字のトレンチを掘削し、古墳の存在を確認したが、この段階では石

室墳であるとの結論には至らなかった。本調査において表土除去後、墳丘頂部と南側斜面に円礫の集

中箇所が確認されたため、横穴式石室墳であることを確認した。確認調査時のトレンチは土層観察用

に残し、石室の主軸方位が明らかになった段階で、改めて主軸にあわせたトレンチを十字に設定する

こととした。また、確認調査時に、1号墳の南西側に比較的平坦な地形が広がっているとの報告があ

り、ここにも古墳もしくは関連の遺構の存在が想定されたため、調査範囲を西へ大きく広げ調査を実

施、これにより2号墳◎3号墳を検出している。なお、この尾根の先端部分は十数年前に採石′工事の

ため切り落とされているが、地元の方の話では、その工事の際に丘陵頂部付近で大型の円礫が集中し

て検出されたとのことである。これは調査された3基以外にも、丘陵先端付近に横穴式石室墳が存在

したことを示唆するものである。

第2節　遺構と遺物

且◎　屠村鼠号墳

（1）墳丘

立地0調査前の状況

居村1号境は標高55mに立地する古墳である。調査前の地形観察では、明瞭な癌状の高まりが確認

でき、古墳であるとすれば比較的旧状を保ったものであるという印象であった。小笠山丘陵の北側に

広がる沖積平野からこの古墳の立地をみると、小河川である平野沢川が流れる狭い谷をやや入ったか

なり奥まった場所に位置しているという感がある。しかし、調査に先立って実施した調査区の立木の

伐採後、墳丘頂部から北側に広がる沖横地を眺めると、隣接する丘陵に若干視界を遮られるものの、

平野を広く見渡すことができる立地であることがわかる。また、古墳の所在する尾根は先述のように
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細い痩せ尾根であるため、墳丘から谷に向かう南東側、北西側は急峻な斜面となっている。調査前に

は石室石材等も全く露出しておらず、また、表面観察においても土器片等の遺物は全くみられなかっ

た。

墳丘規模・平面形

墳丘は、谷に面した南東・北西側は先述の通り急斜面であるため、築造時の盛土は一部を残し流失

してしまっているようである。また、尾根の主軸方向の北東・南西側についても、基盤層から表土ま

での堆積の厚みはなく、やはり盛土の流失の状況が見受けられる。

墳丘のトレンチ掘削時には、地形的に墳丘裾部と考えられる箇所で周溝の検出につとめたが、トレ

ンチの断面観察でも周溝状の落ち込みは認められず、また丘陵を切断して墳丘を造りだしている状況

もみられなかった。後述する墳丘の盛土の状況からみても、古墳築造の際の工事量は最小限に止めた

第4図　居村1号墳墳丘図
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ものであったことが想定されるため、

墳丘を区画する施設や周溝については

全くなかったか、あるいは墳形を整え

る程度のものであったと考えられる。

このようにやせ尾根上の高まった地

形を利用して構築された古墳であるこ

とから、古墳の平面形は自然地形に制

約されたものとなっており、丘陵の主

軸方向に長い楕円形を呈している（第

4図）。墳丘の規模は尾根の主軸に沿っ

た北東一南西方向のラインで長径17mラ

流失の激しい谷部に画した南東一北西

方向で短径13。3mを測る。

墳度盛蓋（第5図）

墳丘盛土は、墳丘全体ではなく、石

室部分とその周辺を覆う程度の比較的

狭い範囲で確認されている。盛土は墓

坑の上面とその周辺にしまりの強い明

黄色砂質まで覆った後、その上層に炭

化物を多量に含む暗褐色砂質土と、明

黄色砂質まとを交互に盛り上げている。

盛土の下層碇は、弥生時代の遺構◎包

含層が存在するが、その上面で炭化物

と、焼けて赤化した礫を含んだ黒色土

層が検出されている。この層は面的な

広がりがみられ、また、墳丘構築前の

旧表土に相当する層と考えられること

から、古墳築造前に草木の焼き払いの

行為が行われたものと考えられる（註

1）。

石室を納める墓坑はこの旧表土面か

らではなく、その上に盛土された層で

ある明黄色砂質土（第8図）から掘り

込まれている。つまり、旧表土面の焼

き払いの後、若干の盛土および整地を

行うことによって若干傾斜した平坦な

墳丘基底面を造り出し、その面から下

は墓坑掘削、その上には盛土という工

程を行うことによって墳丘構築を行っ

ている。また、墳丘盛土中には焼き払

いの際に生じた炭化物と、弥生土器片

ー14－
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が多く含まれているが、墳丘盛土は墓坑掘削の際の排土を利用しているものと考えられる。

（2）主体部（第7図）

1号墳の主体部は、南に開口する横穴式石室である。主軸方位はN－80　－Eをとる。これは丘陵

の主軸方向を意識することなく、開口部は南に広がる谷地形の奥を向いている。これは北に広がる沖

積地を望む眺望の良い方向とは全く逆方向である。墳丘の構築には自然地形を利用し、また制約を受

けている一方、主軸方位のみは南北方向を優先させた結果となっている。検出時の天井石の並びは玄

室中央部分が乱れた状況が見られ、また、東側の壁（左壁）を中心に崩落が激しい。

墓坑

石室の構築された墓坑は、その下半は旧表土上の整地層上面（墳丘基底面）から基盤層を深く掘り

込み、上半は盛土によって空間を造り出している。盛土の高さに比べ、掘り込みの部分がかなり深い

ものとなっており、盛土にかかる労働力の省力化を図った結果であると考えられる。

石室の構築は、最初にその床面に基底石を配し、石室石材を積み上げると同時に墓坑の埋め戻しを

行い、墓坑掘り込み面より上半は墳丘の盛土と並行して石材を積み上げていったと思われる。

墓坑の掘り込まれている部分の整地層上面（墳丘基底面）は、奥壁部分に相当する北側から、開口

部に相当する南側にかけて緩やかに傾斜している。掘り込みの深さは最も深い奥壁部分で1．8m、石室

中央部分で1．2m、石室南端の羨門部付近で0．6mと、南の開口部に近づくにつれ浅いものとなり、掘

削量を減じている。墓坑平面形はほぼ長方形であり、その規模は墳丘墓底面で、奥から開口部までの

長さ9．2m、奥壁付近の幅2．7mを測る。その幅は奥から開口部にかけてわずかではあるが少しずつ狭

くなっている。玄室部分の床面はほぼ水平につくられているが、羨道部は床面をさらに溝状に掘りく

ぼめ、開口部に向かって約50　の傾斜をつけて排水施設としている。

天井石

天井石の検出状況を第6図に示した。全体的に自然作用の崩落等の影響による乱れがみられる。玄

室の上部に相当する部分で一部天井石を失っている箇所がみられるが、この部分から盗掘あるいは撹

乱を受けているものと思われる。天井石は石室内に落ち込んでいたものも含めて10枚を確認したが、

一・一車　一一一

7

りごここ

第6図　1号墳天井石および閉塞の状況
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構築時には玄室部分と羨道部北半部分（奥壁から約7。5m付近まで）にまで並べられていたものと考え

られる。天井石には整形痕のない比較的偏平な自然石が用いられており、一枚の大きさは、いずれも

長さ1mに満たないもので、石室の幅に比して小さいものである。

平面形

石室は胴張り形を呈する玄室部と、玄室長とほぼ同じ長さをもつ羨道部からなる。その境界部分に

は縦長の立柱石を縦位に置き玄門部としている。立柱石は側壁の並びよりも若干内側に迫り出させて

置かれており、擬似的な両袖型の平面形を持つものである（第7図、註2）。石室全長は8。1mを測り、

約1m程度のその石室幅から考えると非常に狭長な印象を与える石室である。

玄室

玄室は先述の通り、その平面形は玄室中央部が若干外側に張り出す胴張り形を呈している。その空

間は奥壁◎東側の壁（以下「左壁」と呼ぶ）◎西側の壁（以下「右壁」と呼ぶ）◎床面◎天井石で構成

されている。規模は長さ4。1m、幅は奥壁の手前付近で0。86m9　玄室中央部分で1昔叫「立柱石の内側

付近で圭牒mをそれぞれ測る。

奥壁には縦1。2m、幅0。33～0。87m、厚さ0。25mの大型の偏平な台形を呈する縦長の鏡石を用いてお

り、その上に小型の礫を二段積み重ねた構造になっている。鏡石の設置には∴墓坑床面を約25cmほど

掘りくぼめ、さらに安定を図るため、石材下部に小さな礫を置き固定している（第10図）。この三段の

奥壁の上に天井石が乗ることになるが、この部分の床面（敷石上面）からの高さ約1。65mが玄室の空

間として確保されていたことになる。天井の構造は、崩落等の影響で明確でない。

左壁および右壁は天井石およびその一部が石室内に崩落した状態で検出された。特に左壁側は盛土

部分の側方からの土圧でかなり崩落が激しく、立柱石も内側に半ば倒れた状態で検出されている。左

右両壁の基底石は、比較的大きさの揃った自然石を選択的に用いているが、50～60cmの長さをもつ細

長い石材を、玄室内側に弧状のラインを造りながら横長に配置している。配置の順序としては奥壁⑳

立柱石の位置を最初に決め、その間に基底石を並べていき、右壁の立柱石の脇に生じた隙間には小さ

な石材を小日面を玄室内に向けて充壊している。基底石の重なりを観察すると（第9図上左壁側は立

柱石→奥壁方向、右壁側は奥壁→立柱石方向捌匿番に石材を据えていった状況が見られる。

右壁、左壁に用いられている石柳ま、面を作り出すなどの加工は一切施されていない丸みをもった

自然石である。積み上げていく際に比較的安定がよいように、やや細長い石材を小口積みで積み上げ

ている。特に右壁に顕著であるが、奥壁に近い方が太きめの石材を使用するという傾向がみられる。

両側壁は天井に近づくにつれて内傾しており、いわゆる「持ち送り」の技法で積み上げられている。

第7図のA－A′断面において、石室最上部の幅は床面部分の幅よりも約48cmもその幅を減じている。

長さ1mに満たない天井石を、安定の悪い曲面を多く持った自然石の上に架構することは、かなり急

激な角度の持ち送りをせねばならず、構造上かなり無理のあるものであったろう。石材の積み上げは、

墓坑の埋め戻しと同時に行われたものと考えられ（註3主裏込め土の堆積状況をみると（第8図上

側壁の石材を1～2段積み上げるごとに埋め戻した土をつき固め、それを繰り返して石材を積み上げ

ていった状況が見受けられる。

平坦に掘削された墓坑の床面上には、貼床状に暗褐色粘質土が敷かれ、奥壁から手前2。4m付近まで

の部分にはさらにその上に敷石が配されていた。敷石は偏平な円礫であり、装身具類昏鉄器を中心と

する遺物がこの敷石上から検出されている。被葬者の納められた棺を安定させ、かつ墓坑底面より上

に置かれることで棺の浸水を防ぐという効果が考えられよう。

羨道ゴー∫

石室の開口部の両壁には、他の基底石よりも大型の石材を横置きにしている。これらの石と立柱石

－16一一
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1　黄褐色土（表土）

Z　明黄色砂黄土
31時褐色砂質土

4　明黄色砂賃土
5　黒色土（旧表土）

6　灰褐色粘貨土（弥生包含層）

7　黄褐色粗砂（砂礫多く含む）

8　明黄褐色砂黄土（砂礫多く含む）
9　黄褐色租砂（砂礫多く含む）

10　暗褐色粘黄土
11　暗灰褐色土（石室崩落時の埋土）

12　黄褐色土（石室崩落時の埋土）

第8図1号墳墓坑および石室断面図

の間を、玄室と同様に羨道を挟んで左右が平行になるように並べている。開口部の石材を羨道の入り

口部分（羨門部）としてその規模を計測すると、長さ3．7m、幅は0．9mを測る。墓坑の項目でもふれ

たが、床面はその断面がU字形の、緩い傾斜を持った滞となっており、排水施設として機能していた

ものと考えられる。両壁は玄室と同様の石積みがなされているが、玄室と比較すると使用されている

石材は若干小振りである。天井石は羨道部にも架構されていたが、残存していた天井石の状況を見る

と、開口部付近の約1．2mほどは天井石は架構されていなかったものと考えられる。

閉塞の状況（第6図）

石室は羨道部で閉塞石により封鎖されていた。調査時には羨道部内に崩落した側壁の石材と閉塞石

との見極めが困難であり、閉塞の状況を平面的に押さえることはできなかった。しかし床面近くで、

乱雑でなく、面をそろえて配置された状況の石材がみられたこと、また主軸方向断面および横断面か

ら、閉塞の状況を確認することができた。閉塞石は立柱石の手前0．9mの位置から、ちょうど天井石の

とぎれるあたりの2．7mまでの位置に、偏平な円礫が3～4段積みあげられていた。

使用石材について（註4）

石室に用いられている石材は、入手しやすい付近の地山中より採取されたものと考えられる。石室

の左右側壁、閉塞石、床面の敷石は、旧大井川の運搬・堆積作用によって小笠山周辺に運ばれ堆積し

た小笠層群中の硬質砂岩である。天井石についても比較的大型ではあるものの、やはり小笠山で普遍

的にみられる地山中の礫である。奥壁に用いられている鏡石については、他の石材同様砂岩塊ではあ

ー19－



るが、大型であることから、小笠山基盤層中の

ものではなく、別の場所から運搬されてきたも

のの可能性も考えられる。

（3主遺物の出土状況（第は図）

居村1号壇の調査によって出土した遺物は、

石室内のものと、墳丘およびその周辺から出土

したものとがある。以下、その出土地点ごとに

出土状況の概略を述べる。

玄室内敷石西側

西側隅で須恵器の平瓶と勾玉が、敷石上では

勾玉◎裏玉の切子玉のガラス小玉◎耳環がある。

なお、勾玉1点（第15図39）が敷石の直下より

出土している。状況からみて礫の隙間に落ち込

んだものとは考えられない。また複数の遺物が

同様に検出されれば、追葬のある主体部の第1

次床面との考えもできようが、全くこの1点の

みであり、後述の土器の時期からみても敷石の

下面が第1次床面であるとは考え難い。

装身具類は比較的集中して出土しており、被

葬者、棺はおそらくこの敷石部分の西側寄りに

安置されていたものと考えられる。

玄室内敷石東側

大刀⑳刀子がある。大刀は左壁に沿う形で検

出されているもので、鋒を奥壁側、刃部を玄室

中央に向けている。また倒卵形の鍔も伴ってい

る。刀子は3点出土している。

玄室中央

敷石のとぎれた玄室中央付近で須恵器杯身が

1点出土している。

玄室内達柱石付近東側

須恵器◎土師器と、鉄鉱が出土している。土

器類は石室石材の崩落により細かく破砕されて

しまっているが、撹乱を受けた様子や片づけの

行為を想定させるような状況ではなく、ほぼ原

位置を止めているものと考えられる。鉄鉱はい

ずれも細根鉄であり、8点が出土している。

墳塵周辺

表土除去時に墳丘の南西側裾部より塔蓋1点、

また、南側斜面の2号墳との間の谷状にくびれ

た部分の斜面から、広口短頸壷が2点、さらに

亀－20－

第9図　星号墳基底石◎墓坑実測図



第摘図　　号墳石室完掘図
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墳丘上の表土直下からは、婆の破片が出土して

いる。

（4）遺物

a。土器（第12図）

須恵器（1～10、43）

1～7は玄室内から出土したものである。こ

のうち奥壁西隅に置かれていた6、玄室中央部か

ら出土した1を除いては、すべて玄門部、左壁

立柱石付近の床面上から出土している。1は塔

身である。口縁部に強い横ナデ調整が施され、

直立気味に立ち上がる形状のもので、全体的に

は半球状を呈する。目線部と体部との境には一

条の沈線が巡っており、底部はケズリにより平

坦に仕上げられている。口径は8．7cm、器高は3。

7cmを測る。2は旗である。上位に最大径を持つ

球形の体部に、細長く外反しながら立ち上がる

頸部が取り付く。目線部は外反し、さらに目線

端部は水平に開く。体部下半の底部近くに回転

へラケズリを施し、注目は粘土を貼り付けたの

ち穿孔されている。日経部、頸部、休部にそれ

ぞれ二条の沈線を巡らせている。3の脚付長頸

瓶は、体部は球形で、体部下半にへラケズリ調

整を施し、休部上半には列点文の施文のみられ

るものである。頸部中位と列点文の下にそれぞ

れ二条の沈線が施されている。脚部は失われて

いるが、休部との接合部の径は3。5cmと比較的

小さい。他の須恵器との産地の違いを示すもの

であろうか、胎土中に砂粒が多く含まれるなど、

胎土の色調は他の須恵器と比べて印象が異なる。

4◎5は無蓋の高塔である。塔部は半球状を墨

し、日録部端をつまんで外傾させている。脚部

は裾広がりで端部を折り曲げている。全面横ナ

デ調整を施している。6は平瓶である。体部は

肩部より下1／2に回転へラケズリ調整が施さ

れ、丸みを持って立ち上がる。日頸部中位には

二条の沈線が巡る。目線端部は丸く仕上げられ

ている。7はフラスコ形長頸瓶である。偏球形

の体部を持ち、そこから頸部が外反しながら立

ち上がる。外反した目線部の上下端に強い横ナ

デ調整を施し、口縁部直下には突帯を巡らせて



いる。

8～10、43は墳丘周辺から検出されたものである。8の蓋は、半球形を呈し口緑部をやや内攣気味

に垂直におろす。天井部と口綾部との境界に一条の沈線を巡らす。9・10は、広口短頸壷である。9

は口径9・7cm、器高4・5cmを測るもので、回転へラケズリにより平坦に仕上げられた底部から、丸みを

帯びつつ外反する口頸部に移行する。また口頸部と休部との境界は、鈍い稜となっている。10は口径

9・2cm、器高4・6cmを測るもので、半球状の休部から口頸部は横ナデにより強く屈曲しながら立ち上が

る。口頸部と休部との境界には沈線が巡っている。43は墳丘上で採取された聾の破片である。

土師器（11～14）

いずれも玄室玄門部付近から出土している。11はつまみを持つ蓋であるが、つまみはその先端が牛

角状に水平方向に屈曲する形態をもつ。袋井市・金山横穴群等で類例がみられるが（註5）、在地色の

強い土器といえよう。12・13・14は杯身である。このうち14は口緑端部を内側に屈曲させるものであ

る。

b．鉄製品

大刀（第13図15）

不均等南関一文字尻細茎（註6）に分類される平造りの鉄刀である。鋒は直線的にカットされたい
はばき

わゆるカマス鋒となっている。茎尻から3．6cmのところに目釘穴が貫通している。関には観が遣存す

る。全長79．4cm、刀身の最大幅2．8cmを測る。

鍔（第13図16）

15の茎が中央の孔に通った状態で検出された。長径6．6cm、短径5．8cmを測るもので、円形に近い倒

卵形を呈する。外縁の厚さは6mm、内縁では4mmを測る。

鉄金族（第14図17～24）

図示したものは破片13点であるが、検出状況および接合関係から、総出土点数を8点と判断した。

これらの鉄鉱はすべて麻状箆被を持つ細根系の鉄鉱であり、鍍身部は鉄身関の無い片刃のものである。

第11図1号墳石室遺物出土状況図
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第12図　1号墳出土土器
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表3　贋村古墳群出藍土器観察表

種別・器種 出土位置 計測値（〔期） 形態の特徴

口径　　　　8．7

底径　　　　3．8

器高　　　　37

技法の特徴

半球形を呈し、口縁部は

直立気味に立ち上がる。

口緑部は強いヨコナデ。

口緑部・休部境界に沈線

底部はケズリにより平坦

胎土・色調

口縁端部一部欠損

ほぼ完形

十 十雷 七 大径雄 憲 憲i iiほぼ完形品 i38か2

3　 哀壷 器　 1号墳　 極 吾腫 大 径 1 1・2 恒 形 の休 部。休 部 と脚酌　 座 部 下半 にヘ ラケズ リ。庫 白色 恒 部 ・口縁 端部 欠損　 38 －3

！脚 付長頸 壷 ； 石室 内

i
】fPi

i

2

i接 合 酌 J径 3・5 clノ11と小 さい。

［

i
i［

！休 部上 半 に列点丸

！慧 下 と批 二釦 i白色石 英多

i

4　慧 i 霊　 口径 14’5剛 糊 で、口緑部端は［内外面ヨコげ0

才 藤 十一元『肯 〝W…薫 菱≡蓋≡≡軍≡蓋≡蓋…；ト芸。j内外面ヨコげ。．）

i芸慧ずかに含 脚部職 i38‾4

青灰色 ほほ完形　　　　　　 38－5
㌍ つ 石室内 i芸芸径 ；鵠 ‡霊 霊芸禁 霊 長石わずかに含 歪み大きい

i　　 i　　　 極 高　 12．0 を下方に祈り曲げる。
〔月 計 1号墳 巨腰

i

口緑1／4欠つ 38け6

7　 嘉表面「‾「亙　 口径　　 8．8
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

㌍ 祭 主 ㌢ 一厚 意F長師 i 石室内　　 2。．6

一・一 一一一意 †菜 衷 三 浦】
9 i
！小型広口 ；

！

惚 れ 慧 辛

球状欄 から酢 料 乍 整 下端に強い

ながらたちあがる。
墜 墜壬と撃 L ……読 元 一一一一一一一一一

ロ緑端部2／5、　　　 38て
休部一部欠損

半球状を豊工、目線部をややE天井部と目線部との境界窯灰色

［内湾気味融 におろすつ に沈線。　 砂糖

il／3残存

i

i外反する口頚部と、休部と畑 回軒、ラケズリによる　 灰色 怨 霊．芸　 巨 8‾9

！
境界に洗練。　　 ！平猷 底部。　　 黒色粒子・長石・石英

1
－－－”…′一一一一一…ノー…r…W………ルW…－一一一一一一一一一一一一…」二二一一一一ヤー一一一……一一一一…一一一一一一一一一…・－…－逐 一…一 一ロ頚部はヨコナデにより　灰色

i　　　　 禁三竺曲Lながらたちあ芸色粒子．長石’繍

ほぼ完形　　　　　　 3　－10

項 土師器 上 号墳圭 封 薫 茂 三 憲 ㌃ 空 憲 接合時橘 頭痕

杯　 石室内　 鵬　 ．古　　　　　 内外面磨滅舶二綱 瞭

橙色
黒色粒子多

ほぼ完形 i39°11

黄橙色
橙色滋子多

ほぼ完形 丁 云

13愕 器　 霊　 霊　 笥 半球瞞　　　 内外面磨滅舶二め欄 禁 断 多 口緑部1／3欠損　　　 39－13

1撃 つ 霊 屋 亮 口縁端部を内側に屈曲させて　内外面磨滅♂止め不明瞭

いる。
外面橙色・内面にぷい
黄橙色
橙・灰色粒子多

ロ緑部1／3欠損　　　 39－14

44 簑 ⊥ ぷ 艮 竺 （4・8）禁 禁 湖 しながら画 二前面 で 白色 徴砂糖 口緑端部・胴部欠損　 …

薄 霧 深 大径（8；：；）i球状の休部。　　　　　　　 体部／＼ラケズリのちナデ黒灰色
黒色砂粒含

休部1／3残存　 i
i

全体的に丸みのあ藩半球形 灰色　　 長石微粒子・ 口緑部1／3弱残存 ！39W46
j　 蓋 i 石室内　　　 j膿 口緑部はやや内湾気味　　　　 芸色徴折 一黒色小礫

47　　須恵器 ：　2号増　　 口径　 （7．8）やや偏平な半球形。たちあが
⊥ 三 度 二 七 二 品 」＿

農 徴票 縮 ’

黒色粧子含

口緑部1／3つ 39－47

48　須恵器　　2号墳！口径　（6・8）
石室内！最大径

一一二 十 二 憲 二 ）

芸誓聖 殿 工 屈 整 色訂 口稼＼杯部1／6残存

4 9　 須 恵器 千　 2 号増　 口径　 （9．2） 日緑 部直 下 に段 を有 しノ、頸部 旧 緑 端部 は回転 ナデ に 上座 灰色 目線 1／4残存

長 頸瓶　 南 斜面 包 含層　　　　　　 匡 電 一条 ♂戒 線 が 巡る。　　 り面 をなす 。　　　 砂 粒含

5（）－ 須 恵器　 2 号 墳 i口 径 （1 5・2） 口緑端 部 内面 は ヨコげ に よ　　　　 黄 灰色
杯部 1／3残 存

無蓋 高年　 一　 石室 内 ［　　　　　 り沈線 状 に凹 む0　　　　　　　　　　　　　 砂 粒わ ずか に含

5 1　 土 師器　　　 2 号 墳　　 口径　　 （9調　 椀 型 を呈す る杯 部。 短い脚 部　 内外面 磨滅 のため 不明瞭 浅 黄橙色 杯 部 1／6　　　　　　 3 9－5 1

高年　　　 石室 内　　 底 径　　 （6．5） が 取 り付 く。　　　　　　　　　　　　　　　　 褐 色粒子 多

器 音　　　　 6 °

脚 部 1／2残存

口「可

5 2　 土 師器　　　 2号 墳　　 口径　　 （9．2） 碗型 を呈 す る杯部 。短 い脚 部　 内外 面磨 滅の ため不 明瞭 黄橙 色 杯 ‾部 欠損　 i 3 9－52

高杯　　　 石 室 内　　 底 径　　 （7．8） が取 り付 く。　　　　　　　　　　　　　　　 褐 色 ・灰 色粒子 多 脚 部2／3残存

i＋ ＋ ＋ i 器高　　 5・7　　　　　　　　 ！　　　　　　 長石 含
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完形の17は長さ16．6cmを測る。

刀子（第14図25～27）

3点が出土している。25は撫角、片関の刀子であり、刀身には斡木

が残存する。26・27は撫角の両関の刀子であり、26の茎には木質が遺

存している。

C．装身具

耳環（第15図28、29）

2点が出土している。2点とも、玄室床面の敷石上の近い位置から

検出されている。28は長径2．6cm、短径2．4cmを測り、断面は楕円形を

呈する。29は長径2．7cm、短径2．5cmを測り、断面形は楕円形である。

これらは鋼芯を曲げた環体に、金属箔を付着させたものである。蛍光

Ⅹ線分析による成分分析によると、表面の金属箔の成分はそのほとん

どが銀であるが、わずかに金を含んでいる。また水銀の成分も検出さ

れており、水銀アマルガム法によって金属箔をメッキして製作された

ものであろう。（註7）

ガラス小玉（第15図30～34）

10点が確認されているが、いずれも風化が激しく、図化できたもの

は5点のみである。乳白色を呈するいわゆる丸玉であり、外径はいず

れも9mm前後である。31の小玉についての蛍光Ⅹ線分析による成分

分析によると、鉛および珪酸（SiO2）を多く含むことから、鉛ガラス

であると考えられる。また、発色元素としての銅がわずかながら検出

されていることから、風化する前の状態では緑色を呈していたものと

考えられる。

稟玉

耽再製の稟玉である。残存状況が悪く、また取り上げ後の風化の進

行が予想以上に早かったため、図化することができなかったが、5点

が検出されている。いずれも玄室床面の敷石上から出土している。現

地で観察、計測できたもの（図版9－2）の大きさは、長さ3．2cm、最

大径2crnを測るものであった。

勾玉（第15図35～40）

大きさ、色調の異なる勾玉が6点出土した。35は緑色チャート製の

勾玉である。長さは3．6cm、比較的大型ものである。形態的には背部が

丸みを持ち、腹部のカーブも比較的緩い。尾部に比べ頭部を大きく造

り、頭部、尾部の端部はそれぞれ研磨によって面取りされている。36

は璃瑞製の勾玉である。小型で形状はC字形をなし、長さは2．9cmを測

る。37は白色の長石製と考えられるものである。長さは2．8cmと、6点

中最も小型のものである。造りは丁寧で、研磨の方向の違いによって

生ずる稜もみられず表面はきわめて滑らかである。形状はC字形を呈

する。38は緑色を呈する黒色チャート製のものである。コの字形を呈

する。頭部、尾部の大きさにあまり差はなく、頭部端、尾部端ともに

－25－
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第14図　1号墳出土鉄製品

尖っている。39は緑色と赤色の粒子が混在する斑模様の蛇文岩製と考えられるものである。形状はC

字形を呈する。40は6点中最も大型のもので、蛇解石製と考えられるものであり、コの字形を呈する。

切子玉（第15図41・42）

水晶製の切子玉で玄室内より2点出土している。いずれも六角の面取りがなされ、稜は比較的明瞭

である。片側から穿孔され、貫通前に反対側から挟りを入れ貫通させている。長さはそれぞれ41が

3．0cm、42が3．1cmを測る。

⑳
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39　ゐ
第15図　1号墳出土装身具
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2◎　居村2号墳

（1）墳丘

立地◎墳丘規模◎平面形

1号境の南西約20mの位置に立地する（第3図）。1号墳より南西側は、丘陵の頂部が平坦な地形が

続いており、確認調査時にも、何らかの遺構の存在が推定されていた。もちろん1号墳が石室を持つ

古墳であることが確認されたため、複数の石室境が検出されるであろうことは予想されたが、調査前

の地形をみる限りでは、1号墳のような明瞭な円墳状の高まりも何ら確認できず、古墳の位置も推定

できなかった。表土除去時に、南側斜面に向かう傾斜変換点付近で、1号境の石室石材と同様の円礫

が集中する箇所を確認したため、石室の存在を予想することができた。

2号墳は1号墳同様、基盤層の上に盛土をすることによって墳丘を造り出していたものと思われる

が、調査時には表土を除去するとすぐに基盤層があらわれ、墳丘の盛土部分は、完全に流失してしま

っている。また、1号墳同様南側、北側の斜面は急傾斜であり、このため石室の開口部付近まで流失◎

崩壊が及んでいた。さらに、石室は後世の撹乱が床面にまで及んでおり、石室に用いられていた石材

もそのほとんどが抜き取られてしまっていた。検出面である基盤層上面の標高は53。5mと1号墳より

も標高の低い地点に立地していること、石室規模も1号墳に劣ることから、1号境よりも若干小規模

な、やはり自然地形を利用した円墳であったものと考えられる。なお、2号墳についても周溝はみら

れない。

（2）主体部（第16図）

2号墳の主体部も南に開口する横穴式石室であり、主軸方位はN－80　－Eをとるが、これは1号

墳の主軸と全く同方位であり、1号墳を意識して設計◎構築されたことがうかがえる。2号墳は撹乱◎

破壊を受けており、墓坑内には石室石材である円礫が乱れた状態で検出され、最終的に現位置を留め

る石材は羨道部左壁と、右壁の一部のみであった。また、羨道部南側の羨門部付近は崩落により失わ

れている。なお、使用されている石材は1号墳同様、地山中の硬質砂岩の円礫を用いている。

墓坑

1号墳同様、深く基盤層を掘り込んでいる。墓坑プランの検出面から床面までの深さは、奥壁部分

で1．0mを測る。玄室部分の床面は南側の開口部に向かって僅かに傾斜しており、また、羨道部には1

号墳同様床面を掘りくぼめた排水を目的とする溝が設けられている。羨門部は崩落のため失われてい

るが、墓坑の残存部長6．45m、幅は奥壁付近で2。Om、玄室中央部分で2．1m、玄門部付近で工6m、羨

道部中央付近で1．7mを測る。

石室

羨道部右壁、羨道部左壁の一部の石材のみが残存している。奥壁に用いられたものと思われる大型

の円礫が奥壁付近で1点みられた他は、墓坑内に落ち込んだ石材中に、天井石として用いられたよう

な大型のものはみられない。

羨道部左壁には細長い円礫を立てて置いた立柱石がみられること、立柱石の北に置かれた石材がや

や外側に配置されていること、また、羨道部の石材の配列◎積み上げられた状態から、1号墳同様、

擬似両袖形のプランを持つ石室であったことが考えられる。奥壁付近には、鏡石状の偏平なものでは

ないが、比較的大型の石材が原位置を移動した状態で確認されており、おそらく奥壁の石材として用

いられていたものと考えられる。

床面上には直径5cm程度の小礫が多く散乱しており、これらの小礫がバラス状に床面に敷かれてい

た可能性もある。
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羨退部

左壁と右壁の一部、および基底石の抜き取り痕が検出されている。左壁◎右壁ともに直線的に配置

され、その間には排水を目的としたであろう溝状の凹みがみられる。羨道部の復原幅は石材の内側で

0。8mを測る。玄室との境界には、床面を若干掘りくぼめて立てられた立柱石がある。また、石積みは

基底石に大きめの石材を横長に配し、2段目からは、大きさもあまり揃っていない石材を、小口を内

側に向けて比較的乱雑に積み上げている。

（3）遺物の出土状況（第17図）

石室内は撹乱を受けているため、遺物は石室内覆土、床面、石室南側の斜面に散乱した状態で出土

している。床面上の遺物についても、同一個体の破片が数十センチのレベル差で検出されるなど、原

位置を留めている遺物は少ないものと考えられる。石室内床面からは、耳環1点と、須恵器◎土師器

片が出土している。耳環は玄室中央右壁寄りの床面上から、鉄製大刀の破片は玄室羨道部よりのやや

左壁寄りの床面で、また土器片は玄室でも羨道部に近い位置で比較的まとまって出土している。玄室

覆土中からは大刀破片、須恵器◎土師器片、大刀に装着されていたものと考えられる鉄製の鍔が出土

している。石室外の南側斜面からも、須恵器◎土師器片を採取している。

（4）遺物

a◎　土器（第18図）

須恵器（44～50、53）

49◎53を除いて石室床面から出土したものである。44◎45はフラスコ形長頸瓶である。44は頸部に

二条の沈線が巡るものである。46は杯蓋である。口径は8．6cmと小型であり、全体的に半球形を呈す

る。47◎48は杯身である。丸底で受け部を持つ形態であり、いずれも最大径で9cm前後を測る。49は

長頸壷の頸部であるが、44◎45と同様なフラスコ形長頸瓶であると思われる。目線部直下に段をもち、

頸部には一条の沈線がめぐる。50は無蓋高塀の師部である。日録端部内面は横ナデにより沈線状に凹

第五7図　2号墳石室遺物出土状況図
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己二／／48

第18図　2号墳出土土器

んでいる。53は、石室墓坑西側の表土中で採取されたタタキ目が明瞭に残る聾の破片である。

土師器（51・52）

いずれも石室床面上から出土した小型の高塀である。坪部の口径より若干小さな径をもつ低い脚部

が取り付くものである。

b．鉄製品（第19図）

大刀（55・56）

刀身の幅2．5cmをはかる大刀の破片である。56は茎尻の部分であるが、下部を斜めにカットした隅切

尻のものである。

鍔（57）

倒卵形の大刀の

鍔である。内径か

らみて55・56の大

刀に取り付いてい

たものと考えられ

る。残存部分で長

径6．7cm、短径4．4

cmを測る。

C．装身具（第19図）

0　　　　　　　　5cm
l l

55

L

＼

、

・

さ・iヽ

第19図　2号墳出土金属製品

⊂二二ゴ二＝ま＝：：：＝i∵1

耳環（54）

1点出土している。玄室中央右壁寄りで検出されている。長径2．3cm、短径2．2cmを測り、断面は楕

円形である。銅芯金張りであり、金色に輝く表面の金属箔の残存状況も良好である。金属箔の成分分

析によると、金の純度はかなり高いものである。
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◎　屠樹　号墳

仕上遺構の状況（第20図）

規模、構造からみて小石室であると考えられる。墳丘、墓坑はみられない。

尾根頂部から南斜面に向かう位置で、表土除去時に並ぶ礫を検出した。1、2号墳のように墓坑の

掘り方はみられず、平坦な基盤層直上に、礫が監字形に並んだ状況が検出されている。礫は、二段が

残存しているが、使用されている石材は1、2号墳同様の硬質砂岩の円礫であり、基底石は基盤層を

若干掘り込んで据え置かれている。規模を推定するため、基盤層に残る基底石の痕跡の検出につとめ

たが左壁の1箇所で確認されたのみである。主軸を南に向けていると仮定すれば、北側の石積みは奥

壁部分に相当するが、ここに大きな石材を用いていない息墓坑の掘り込みがみられない点が温、2

号墳とは状況が異なる。このことから、3号境は小石室であった可能性も考えられる。

（2）遺物の出土状況

床面で茸環∴覆土中から臼玉、須恵器小片が検出されている。耳環はこ点出土している（第21図58◎

59）。58は長径2e3cm、短径2。Ocm、59は長径2。3cm、短径2．1cmを測り、断面はいずれも楕円形であ

る。水銀アマルガム法により鋼芯に金属箔が貼り付けられたものである。表面の金属箔は蛍光Ⅹ線照

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

l　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　－」

第2の間　贋村3号墳石室実測図
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射による成分分析によると主たる成分は銀であ

るが、金もかなりの割合で含まれている。60は

黒耀石製の臼玉である。61は須恵器杯身の小片

である。

第3節　まとめ

㊧59

第2且図　3号墳出土遺物

これまで述べたように居村古墳群は、掛川市域でこれまで調査事例の少ない横穴式石室を埋葬主体

に持つ古墳群であり、貴重な一事例を提供するものとなった。比較的遺存状況の良好であった1号墳

を中心に、調査の成果についてまとめておく。

上　墳丘C石茸の構造について

1号墳は舌状に延びる丘陵頂部の、感状に高まった自然地形を利用して築造された、直径17mの円

墳である。墳丘は、焼き払い◎整地◎墓坑掘削◎盛土という手順で構築されており、墳丘を画する周

溝状の施設や茸石等の外部施設はみられない。

造墓当時の墳丘と石室の構築過程を復原してみると、まず旧表土の地形が南に緩く傾斜した平坦な

地形を選地している。墳丘は、旧表土上面で検出された炭化物層の存在から、最初に草木の焼き払い

が行われ、その後旧表土上面に盛土を行い平坦面を造り出す整地（墳丘基底面）を行っている。次に

墓坑を掘削することになるが、もともと南に傾斜した地形であるため、石室の奥壁近くは深く掘削す

る必要が生ずるが、羨門部に近づくにつれ、掘削量は少なくてすむことになる。石室を納める墓坑は、

その空間を上半は盛土、下半は地山掘り込みによってつくり出している。石室の石材の積み上げは、

最初に墓坑底面に奥壁◎立柱石◎羨門の石材を配し、次にその間の基底石を並べる。その上に側壁の

石材を小口積みで積み上げていくが、その際同時に石室内外に土を充填しながら積み上げ、墳丘基底

面のレベルに達したところで、さらに石室積み上げと同時に墳丘の盛土を行っていく。石室が積み上

がると天井石を載せ、最後に石室内に充填された土を除去し、石室内の空間が完成する。さらに天井

石の上に石室が隠れるように盛土をし、墳丘の完成をみる。このように、居村1号墳の墳丘◎石室の

構築には、掘削◎盛土で動かす土量を抑え、自然地形を利用することによって、古墳築造にかかる労

働力の省力化を図ったものとなっている。

2◎　石室の規模と形状

1号境の石室の形態的な特徴についてまとめると、①玄室と羨道部とを、若干内側に迫り出させた

立柱石で区画したいわゆる「擬似両袖形」に分類される石室であること、（診玄室は平面形が胴張り形

を呈する、③石室は単室構造であり、羨道部が玄室長とほぼ同じ長さを持つ、狭長な石室であること、

④玄室の奥側1／2に敷石がみられる、⑤奥壁に大型の鏡石を用いている、等が挙げられる。平面形態を

特徴づける①◎②◎③についてみると、豊岡村押越6◎8号填、社山2号填、磐田市寺谷5号墳など、

遠江地方では6世紀後半以降一般的にみられるものである（鈴木1988b）。この形態の石室について

は、近年の横穴式石室の編年◎系譜研究（加納1988◎鈴木1988b◎土生田1991）から、遠江地域で6世
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紀後半に出現、6世紀末から7世紀前半にかけて群集墳の盛行期に主体となる形態であり、三河で盛

行していたものを受容し、徐々に在地化したものと考えられており、東海地方西端部に系譜の源流を

求めうるものとされている。

3。古墳の年代について

今回の調査では、1号墳玄室内において須恵器◎土師器の出土をみたが、これらの土器の年代につ

いて検討し、古墳群の造墓の時期についてみていくことにする。

1号墳の玄室から出土した須恵器は、脚付長頸壷（第12図3）1点を除いて、ある程度限定された

時期幅を有するものと考えられる。脚付長頸壷は、胎土◎焼成ともに他の須恵器とはその印象が異な

り、形態的にも比較的吉相の特徴を備えており、7世紀初頭から7世紀前半の年代が与えられそうで

ある。それ以外の須恵器はすべて7世紀中頃（陶邑編年TK217型式併行期、湖西編年第II期第5～6

中期）に該当するものと考えられ、型式差は見受けられない。古相の須恵器が1点のみであること、

それ以外の須恵器とも大きな時期差ではないことから、1号墳は追葬がなされず、造墓の時期は7世

紀中頃であると考えられる。また2号墳の石室内外からも須恵器◎土師器片が出土しているが、すべ

て7世紀中頃（陶邑編年TK217型式併行期、湖西編年第H期第5～6中期）に相当し、その段階より

も大きく遡ったり、降ったりする型式のものはみられず、この時期が造墓の時期と考えて良いだろう。

3号墳出土須恵器は小片であり、石室の構造等他の要素でも時期検討の情報は乏しいが、1◎2号境

と造墓時期はそう大きく離れていないものと考えられる。1◎2◎3号墳の相対的な造墓の時期の先

後関係を示すものはないが、同一丘陵上での選地からみて、1号墳が最も早い段階で造られたものと

推定される。

遠江地域では、古墳の築造は8世紀はじめまで行われてはいるが、7世紀中頃といえば、群集境の

衰退期にあたり、墳丘◎石室の小型化、単次葬化（水野1970）がみられるように．なる時期である。居

村1号墳は、石室は比較的大型で、しっかりとした造りをしてはいるものの、一方で上記のような省

力化や、追葬がみられない点、また副葬品も量的にはさほど多いとはいえず、内容も一般の群集墳の

ものと変わりない。さらに3号墳が小型石室である可能性も考え併せると、群集墳の終末への動きが、

当古墳群にも反映されているといえよう。古墳築造に対する人々の意識が次第に変化していることの

現れといえようか。

註

1．旧表土上の炭化物層の検出事例は愛知県◎京ヶ峰1号墳などで多く確認されている。これを古墳構築過程の障害

となる草木の焼き払いと考える以外に、何らかの古墳築造に関わる儀礼的な行為であるとの考えもある。

（石野1985◎土生田1995）

2．石室平面形の分類◎名称は、加納俊介氏、鈴木敏則氏の論考中の分類による。（加納1988◎鈴木1988b）

3．金谷町教育委員会1983『駿河山2号墳発掘調査報告書』、袋井市教育委員会1994『山田原遺跡群I』

4．石材については伊藤通玄氏（静岡大学名誉教授）の御教示による。

5．袋井市教育委員会1996『金山古墳群◎金山横穴群I eII』

6．鉄製品の分類◎部位の用語等については、（臼杵1984◎末永194巨杉山1988）の各氏の論考による。

7．望月明彦氏（沼津工業高等専門学校助教授）の分析、御教示による。
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第Ⅳ章　属柑遺跡の調査

第温節　調査の概要

居村遺跡は、第m章で報告した居村古墳群の下層で検出された遺跡である。調査の契機としては、

調査前の地形観察で、居村1号境の南西側に不自然な平坦面が所在することが確認され、その性格の

確認のため設定した斜面のトレンチ内において、弥生土器が検出されたことによる。平坦な丘陵上の

堆積が薄いため、実質的には遺構の検出は居村古墳群の調査と並行して実施した。遺構が比較的明瞭

に検出できたこと、土器の量も比較的まとまったものとなったことから、古墳群とは別に居村遺跡と

して報告する。

調査区は南西から北東に向けて延びる標高約53mの小丘陵上であり、比較的な平坦面をもつ頂部か

ら、南東◎北西に向かって急傾斜面となっている。表土は暗褐色土で、上面は腐葉土である。頂部の

堆積は非常に薄く、場所によっては十数センチほどで基盤層に到達するほどである。基盤層は小礫を

多く含む黄褐色土であるが、場所によって礫の大きさ、含まれる比率は異なる。特に北東の丘陵先端

部では、基盤層の間層である白色粘土が露出している箇所もみられ、基盤層であるか否かのの認定は

色◎しまり具合等で総合的に判断することとした。上記のような堆積の状況から、遺構検出は基盤層

上面でおこなうこととし、湿気を含んだ際の色調◎土質⑳しまり具合の僅かな違いで検出した。覆土

は基本的に黄灰褐色土である。

遺構は丘陵頂部の平坦部付近のものは比較的残りがよいが、丘陵斜面の傾斜にかかる部分に近づく

につれ、流失が激しい。また、斜面については地山削り出しによる住居跡等の遺構が検出されたが、

かなりの急傾斜であるため、床面を一部失った状況で検出されている。また、丘陵上からの土砂の流

失の際に形成された包含層が南北斜面に形成されている。

第2節　遺構と遺物

且◎　遺構

検出された遺構は、住居跡5、掘立柱建物跡1、土坑11、その他ピット、不明遺構がある。（第22図）

伴出した土器から、これらの遺構は弥生時代中期末から古墳時代前期のものと考えられる。以下、遺

構の種類別にその概要を記述する。

（1）住居跡

丘陵の南東側斜面を削り出して造られているもの3基と、頂部付近の比較的平坦な場所に造られて

いるもの2基の計5基が検出されている。前者についてはその立地が急傾斜地であることから、後世

の土砂の流失により、どの遺構も床面南半を失った状態で検出されている。なお、時期差を示す切り

合いが認められるのは斜面で検出されたSBl、SB5の2基のみである。

S B且（第23図）

丘陵南東斜面にテラス状に削りだされた住居跡である。残存する床面の南西部分がSB5を切って

造られている。床面の標高は残存する床面の中央部付近で50．2mである。これは丘陵頂部の平坦部分

のレベルから約2m下位にあたる。覆土はやや赤みがかった黄褐色土であるが、丘陵頂部からの流れ
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9／

◎

炭化物集中箇所（炉跡）

第23図　SBl、SB5実測図
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込みによる斜面堆積となっており、斜面上位から流れ込んだ土器が覆土中に多く混じっている。

平面の形状は北側の壁を1辺とする隅丸方形あるいは隅丸長方形であると考えられるが、奥の壁か

らから南に向かってその間口幅が開き気味となっている。床面は東西の最大幅3．2m、奥行き2．7mが

遺存する。削り出しによる床面は北壁部分から南に向かって緩やかに傾斜している。残存する三辺の

壁の下端には、いずれも壁溝は確認されなかった。また、残存部分の床面からは柱穴も検出されてお

らず、上屋の構造を推測できるものは検出されなかった。床面はそれほど硬化しておらず、また、貼

床もみられない。床面中央やや西寄りに炭化物の集中する箇所が炉跡と推定される。遺物は土器（壷・

賓・鉢）が出土している。

＿旦
50．60m

蟹缶炭化物集中箇所（炉跡）

第24回　SB2実測図
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＼リ（言上川、舶

SBlの東側に位置する住居跡で、やはり斜面をテラス状に床面を削り出して造られている。床面

のレベルはSBlよりも約30cm高い位置に造られている。覆土は赤みがかった黄褐色土である。遺存

する床面の形状から平面形は隅丸方形あるいは隅丸長方形であったと考えられる。残存部分の間口（削

り出しによる西壁から東壁の幅）は4。3m、奥行きは2。Omを測る。床面はSBl同様に奥の壁から外

側に向かって緩く傾斜させている。床面には炉跡と考えられる炭化物の集中箇所がみられる。壁溝⑳

柱穴は確認されていない。遺物は奥の壁近くの床面上で壷形土器1点が出土している。

§随3（第25図）

丘陵頂部の平坦部、南に緩く傾斜する部分で検出された竪穴住居跡である。平面形は遺構の南側の

壁が流失しているため、やや不整形の隅丸方形を呈する。残存部分で東西2．9m、南北2。1mの規模を

もつ。覆土は炭化物混じりの黄褐色土である。覆土中に炭化物がみられるものの、床面に焼土◎炭化

物の集中する状況はみられず、炉跡の位置は明確でない。床面には小穴が3つ検出されているが、い

ずれも掘り方が浅く、柱穴とは断定できない。出土土器は台付婆が1点、床面の西側隅で出土してい

B
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炉跡　　　　0

第26図　SB4実測図
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る。

S B4（第26図）

居村1号境の墳丘盛土下で検出された竪穴住居跡であり、古墳の墓坑掘り方により東半部を失って
t、Z Ar詞姶Ltト勺∴シ1ナアイま二巨王統「十1ザたす　　展漣、土日羞賢の東嶺l′ヽ漣、／717号東芝　　樺妄王ら4ml〝ヽ　　丘随丁百事R〝1癌薄れア
∨一l㌔J o　‾7に二」′けくUJ Cごペレ／LI」一ノ［コ蠍jlT L Vc入ヽ　月X Cノ′ソu′lプCVノノ＼Cご　Y施　しノ）ノ　＼・（イノrQノ○　′l二可てIFUL′1▲▲▲＞ノヽ　」」一にXL」月日lJVノ！ロゴ1ノ＼VL一

高まった位置に造られており、その平面形は円形に近い隅丸方形である。遺存する部分の規模は東西

3．5m、南北4．9mを測り、検出面から床面までの深さは25cmである。覆土はやや粘質の灰褐色土であ

り、炭化物を多く含んでいる。床面中央には礫1個を伴った、50cmX40cmの範囲の赤化した部分がみ

られ、炉跡と考えられる。柱穴◎壁溝等の痕跡は検出することはできなかった。出土遺物は北壁付近

で土器が集中して検出されている。

SB5（第23図）

斜面を削り出して造られた住居跡で、SBlに東側の壁を切られている。流失が激しく、奥の北側

の壁および床面の一部が遺存するのみであり、平面形は不明である。床面は間口が3．2m、奥行きは1．

0mのみが遺存する。床面はSBlの床面とほぼ同レベル（標高50m）に造られている。遺物はすべて

土器であるが、床面とほぼ同じレベルに比較的集中してみられたことから、いずれもこの遺構に伴う

ものと判断した。
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第27宵　S F7、S！＝2実測図
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（2）土坑

土坑は全部で11基検出されている。このうちSFl◎SF2の2基については、土坑内に大型の土

器が伴うもので、土器棺墓であると考えられる。また、遺構が流失してしまっており、大型の土器の

みが検出されたものもみられたが、これも土器棺として使用されていた可能性が高い（第37図21◎22◎

32◎33）。また、SF9◎SFlO◎SFllの3基は、方位、規模、平面形も共通し、近接した位置で検

出されている。

S F且（第27図）

土坑はやや長い楕円形を呈し、長径0．83m、短径0．54mを測るものである。深さは検出面から18

cmである。断面形は皿状を呈し、緩く立ち上がっている。覆土は黄褐色土である。納められた土器は

大型の壷であり、目線と底部をほぼ水平な状態で横に倒した状態で納められていた。単相の土器棺で

あると考えられる。

S F2（第27図）

土坑は、納められた土器の大きさに比べかなり大きい、不整楕円形を呈するものである。丘陵上の

平坦部から斜面にかかる傾斜変換点付近に掘削されているため、掘り方の上半部は流失しているもの

と考えられる。検出面から床面までの深さは17cmで、覆土は黄褐色土である。単相の土器棺であると

考えられる。土器は土坑の中央よりやや北西寄り、口緑部を斜面の下位に向け、底部に比べ口縁部を

下位にやや傾斜させた状態で納められていた。
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S F3

丘陵平坦部から北西斜面にかけての傾斜変換点付近で検出された、直径0・9m、深さ18cmの土坑であ

る。覆土は暗褐色土である。覆土中より台付婆1点が出土している（第37図19）。

S『4（第28図）

丘陵頂部平坦部で検出された土坑である。長径工45m、短径0．9mの楕円形を呈する。検出面から底

面までの深さは10cmと浅く、断面形は皿状を呈する。覆土中より弥生土器片が少量出土している。

S F5（第28図）

竪穴住居跡SB3の北西に近接して検出された土坑である。平面形は楕円形で長径1・05m、短径
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0。65mを測る、深さ

は検出面より13cm

である。

S F6（第28図）

これもS B3に

近接して検出された

土坑である。円形を

呈し、直径0．65m、

深さ25cmを測る。覆

土には炭化物が混じ

る。

S『7（第28図）

円形を呈する断面
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皿状の土坑である。

北西側で検出されたSPl◎SP2◎SP3とともに、丘陵頂部からやや降ったところの段状の平坦

面に掘り込まれている。

S『8（第28図）

調査区南西端近くの、丘陵頂部で検出された土坑である。平面形は不整楕円形であり、検出面から

の深さは非常に浅い。長径2・1m、短径1。3mを測り、覆土には炭化物を多く含んでいる。
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第3且図　SⅢ且実測図
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S『9　◎S『且0◎S Fm（第29図、図版17－2）

竪穴住居跡SB3の西側で検出された土坑で、3基とも方位、規模、平面形が共通しており、近接

して掘り込まれている。なおS Fllは、居村3号境の小石室の下層にあたる位置で検出されている。

SF9は長さ1。8m、幅1．1m、深さ15cmの長方形の土坑である。主軸方位はN－550　…Eである。

覆土はやや粘質の黄褐色土である。S FlOは、北側短辺がやや丸みを持つ不整隅丸長方形の土坑で、

長さ2．1m、幅1。2m、深さ30cmを測る。主軸方位はN－560　－Eである。SFllは長さ2。3m、幅1ゆ4

m、深さ15cmの隅丸長方形を呈する土坑である。主軸方位はN－690　－Eである。3基とも遺物が全

く検出されておらず、年代、性格等不明であるが、その形状◎規模◎方位を意識している点からみて

土坑墓の可能性もある。

（3）掘立柱建物跡

S m且（第31図、図版17－1）

調査区内の丘陵頂部の平坦部のうち、最も丘陵の幅が広く、平坦な位置に検出されている。桁行5．2

m，梁間2．7mの2間×1間の建物跡と考えられる。横方向はN－780　－Wを向いており、東西に長

い。建物プランと対応しないS P4を含め、ピットは6個検出している。径は32～52cm、深さは17～35

cmである。この遺構から年代の性格を決めうる遺物の出土はみられなかったが、周辺の遺構のあり方

からみて、倉庫跡であると考えられる。

（4）その他の遺構

SX且（第32図）

丘陵頂部平坦面で検出された集石を伴う土坑で

ある。土坑は直径50cmの円形で、覆土は炭化物を

多く含む赤褐色土である。土坑底面からはやや浮

いた状態で直径約10～20cm程度の赤化した礫が

18個集中して検出されている。遺物はみられない

が、周辺の住居跡のあり方からして、流失した住

居に伴っていた地床炉の痕跡の可能性が考えられ

る。

SX2（第33図）

調査区南西の、頂部からやや東に傾斜する斜面

で検出された不整形の遺構である。平坦に削りだ

された遺構底面から、土器が2点出土している（第

36図16◎17）。

SX3（第34図）

丘陵頂部の平坦面は、調査区の南西にいくにしたがって次第にその幅を減じていくが、その平坦部

が収束する付近で検出された隅丸長方形の平面形を呈する遺構である。長さ3．8m、幅2．6m、検出面

からの深さ30cmを測り、その主事由方位はN－440　－Eである。検出当初はその規模◎平面からみて、

住居跡であろうと考えたが、住居跡に関連する施設や生活の痕跡を示すものがみられないことから、

性格不明の遺構とした。
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2。遺物

遺物は遺構および包含層中から、縄文土器、弥生土器、古式土師器、石器末製品が出土している。

なお出土した土器は、遺構に伴ったものの一部を除いて全体に磨耗が激しく、調整も不明瞭なものが

多い。以下、遺構に伴う遺物、包含層出土遺物にわけて記述する。

（1）遺構出土の遺物

遺構に伴う遺物は、弥生時代中期後半（白岩式）から古墳時代前期の時期のものである。

S B且（第35図1～3、図版41－1～3）

1の壷形土器は折り返し目線をもつ広口壷である。形態的には若干肩が張り、胴部最大径が下方に

あるものである。肩部には櫛押圧横線文がめぐる。胴部上半には斜位のパケ調整、下位には横位のミ

ガキが施され、頸部は縦位のパケ後に軽いナデ調整がみられる。2は台付賓である。体部は球胴状を

呈し、口唇部にはキザミが施される。3は完形の鉢形土器である。口緑が直口気味にたち上がる椀形

を呈する。目線内面にはヨコナデがみられる。土器は菊川式新段階（註1）の特徴をもつもので、住

居跡は弥生時代後期後半の遺構であると思われる。

S B2（第35図4、図版41一一一一4）

遺物は奥の壁近くの床面上で球胴状の体部をもつ壷形土器1点が出土している。土器の形態から古

墳時代前期のものと考えられる。

S B3（第35図5）

床面上より婆形土器1点が出土している。やや内湾気味の脚台部を持つ台付婆である。弥生時代後

期後半ものと思われる。

S B4（第35図6～8、第36図9　◎10、図版41…6～9　◎図版42－10）

6は壷形土器であるが、やや細頸のなで肩のプロポーションをもつものである。肩部に櫛刺突横線

文が一条巡っている。8の壷形土器は胴部最大径付近の張りが比較的小さい形状のものである。底部

は上げ底状に凹んでいる。9　◎10は壷形土器の底部である。いずれも上げ底状に凹んでおり、外面は

パケ→ミガキが施されている。7は口縁がやや外方に立ち上がる鉢状の坪部をもつ高圭不である。目線

外面には縦◎斜め方向のパケ目、体部外面には縦方向のへラミガキ、屈曲する日録と体部の境界部に

は横方向のへラミガキが施されている。出土土器は菊川様式の中でも若干古い要素を持つものであり、

菊川式古段階、弥生時代後期前半期のものであると考えられる。

S B5（第36図11～15、図版42－11◎14◎15）

11は、単純目線の細頸壷である。なで肩のプロポーションであり、頸部から胴部最大径付近にまで

文様帯がめぐる。文様帯は櫛描の縦線文で五つの区画に分割され、その間に斜格子文が施されている。

また、頸部には櫛描横線文が巡っている。14も細頸の壷形土器である。なで肩で、胴部最大径が器高

に比して大きく、やや寸詰まりの形状である。底部は上げ底状である。肩部には平行する二本の棒状

浮文が四箇所、また胴部最大径付近にも二つの円形浮文が四箇所に貼付されている。胴部上半にはパ

ケ目調整がみられる。15も壷形土器であるが若干球胴状を呈するものである。

糸田頸の壷形土器の形態、文様等が、やや古相を示しており、白岩式新段階～菊川式古段階、弥生時

代中期末～後期初頭のものであると考えられる。

S Fl（第37図18、図版43－18）

18は土坑内に納められていた壷形土器で土器棺と考えられるものである。胴部最大径は器高に比し

て大きく、稜を持って明瞭に屈曲する。全体的になで肩のプロポーションを持つ。全面に斜位のパケ

調整がみられ、胴部最大径部分には横位のパケ調整がみられる。時期は菊川式古段階、弥生時代後期
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前半のものと考えられる。

S F2（第37図20、図版43－20）

器高55。9cm、最大径44。9cmを測る大型品の壷形土器で土器棺と考えられるものである。

日録は端部に面を有するものである。器高に対して胴部最大径も大きいが、全体的になで肩のプロ

ポーションを持つ。肩部には断面三角形の隆帯を巡らせている。頸部から胴部最大径付近までは縦方

向のパケ調整を、その下の底部までは横方向のパケ調整を施している。日録端面には櫛刺突文が縦◎

斜め二段に施されている。また、肩部の隆帯にも斜めに櫛刺突文が巡っている。菊川式古段階、弥生

時代後期初頭のものと思われる。

S F3（第37図19）

土坑内から出土した比較的大型の台付賓である。

S X2（第36図16・17、図版42－16・17）

16はやや肩の張るプロポーションの単純目線の壷形土器である。目線端部には面を持つ。全面にパ

ケ目調整がみられる。17は台付婆である。胴部最大径は若干上位にあり、日録部の屈曲は比較的緩や

かである。口唇部にキザミを有し、全面にパケ調整を施している。

土器は壷の肩部に菊川様式に特有の文様態を持たないものの、プロポーションは菊川式新段階の特

徴を持つものであり、婆形土器の形態等からも、弥生時代後期後半のものと思われる。

（2）包含層出土の遺物（第37図21～23、第38◎39図、図版42…28、図版43－21◎22◎32◎33、図版44◎

45）

包含層出土遺物は、縄文時代～弥生時代後期の土器と、石器末製品が1点出土している。出土土器

は、丘陵斜面の包含層中で検出されたものと、遺構に伴ってはいないが、1個体分がまとまって出土

したものとがある。資料整理時に復原が可能であり、かつその出土位置がはっきりとしているものに

ついては、遺構全体図でその位置を図示した。なお、土器恥．21◎22◎32◎33は、大型品であり、土器

棺の可能性も考えられるものである。

縄文時代の」二器

40は縄文土器の小片である。器面には縄文（LR）が施されているものであり、縄文時代中期のも

のと思われる。

弥生時代中期前半の土器

41は日録が外反する太頸壷の目線部である。外面には縦方向の条痕が施され、口唇部には条痕と、

内側にキザミが施されている。42は壷の口緑部である。上下二段に突帯を設け、突帯にはキザミを施

す。・43は内湾する鉢の口緑部である。外面には太い横方向の条痕、口唇部には横ナデが施されている。

樫王期の深鉢にみられるような古い形態的特徴をもつものであるが、掛川市原川遺跡、豊岡村新平山

遺跡で類例が出土している。44も外面に太い横方向の条痕がみられる賓の目線であり、日録外面にキ

ザミが施されている。45は横方向の条痕と、縦羽状文が縦◎横の太い沈線で区画された壷の頸部の小

片で、いわゆる「平沢型」土器群の長頸壷であると考えられるものである（註2）。また、39の婆は外

面には横位の条痕、目線端部の内面にキザミが施されているものである。

弥生時代中期後半の土器

46は受口状の目線をもつ壷である。口緑外面には櫛刺突文がめぐる。24は非常に細長い頸部をもつ、

やや特異なプロポーションをもつ壷である。頸部には縦位のミガキがみられる。胴部は丸みを帯び、
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第38図　居村遺跡出土遺物（4）
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最大径はやや上位にある。底部は上げ底状に凹む。

弥生時代中期未～後期前半の土器

21は、丘陵頂部の平坦部の表土直下で検出された大型の婆形土器である。胴部上半が直立気味に立

ち上がる形態のものである。胴部外面には焼成時の黒斑が明瞭に残っており、煮沸具としての使用痕

は全くみられない。口唇部外面にはキザミ目を持ち、胴部最大径より上半には6本単位の縦位～斜位

のパケ目が、下半には斜位のパケ目が、また、最大径部分には横方向のパケ目が見られる。口縁部内

面には横方向のパケ目が見られる。22は急斜面の地山直上で検出された大型の壷形土器である。胴部

の中位に最大径がくる、丸みを帯びた算盤玉状のプロポーションを持つ土器で、肩部に稜を持った隆

帯を巡らせている。頸部には縦位、胴部最大径付近には横位、その他は斜位のパケ目調整がみられる。

32・33は、居村1号墳の墳丘北側裾部の斜面から検出された葉形土器の大型品である。休部が胴部最

大径付近から若干内攣しながらも直立気味に立ち上がる形態のものである。23はなで肩の長い無花果

形のプロポーションを持つ単純口緑の壷形土器である。底部は上げ底状で、頸部に櫛描横線文が巡り、

胴部上半の斜格子文の文様帯は、縦の波状文で縦に四分割されている。38は高坪の脚部である。脚部

の外面は縦方向のへラミガキ痕がみられ、士不部と脚部の接合部の突帯部分はヨコナデで仕上げられて

いる。34～37は台付賓であるが、脚部が直線的に開く形態のものである。37は接合部に粘土帯を貼る

ものである。
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表3　居村遺跡出土土器観察表（且）

種別・券種 出土位置 計測値（cm） 形態の特徴 技法の特徴 色調・胎土

口径　　　（15．5）

胴部最大径　25．2

折り返し日録。若干肩が

張り、胴部最大径は下方

肩部に櫛押庄横線文がめ

ぐる。胴部上半は斜位の

にぷい橙色

橙色滋子・石英

口緑部1／2

胴下半部1／2

にあ る。 ハ ケ調整 。下 半は横位 の

ミガキ。頚 部 は縦位 のパ

ケ後 に軽 くナ デ調整 。

長石 ・灰色 小礫含 残存

焼 成 良

2 弥生土 器

聾

S B l
巨 径　 （1 8 ・7 ）

胴 部最大 径 （1 9．3）

体 部 は球胴 状 を呈 す る。 口唇 部 にキザ ミ。 にぷ い橙色

橙色栽 子 ・白色

石英 ・透 明石英多

口縁 ～体 部

中位 1 ／2 残存

4 1 －2

3 弥 生土 器 S B l 口径　　　　 15 ユ ロ縁が 直 口気 味 にた ちあ 日録 内面 は ヨコナデ 。 浅黄橙 色　 橙 色凝 完形 品 4 1 －3

鉢 底径　　　　　 6 ．0 がる碗型 を呈 す る。 子 ・礫 ・租砂 多

4 弥 生土 器

－＝k・寛ぎ

S B 2 底径　　　 （7 ．5 ） 体 部 は球 胴状 を呈 す る。 体 部 下半 はパケ調 整。 浅黄橙 色

橙 色範 子 ・礫 多

租 砂 ・白色 石英多

底部 ～胴 部

約 2／3残存

4 ト4

5 弥 生土 器

賓

S B 3 台部下 端径　　 8 ．6 器壁 薄 く、 やや内湾 気 味

の 台部。

台部外 面 にパケ 目。 浅黄色　 橙色 範子

多 ・白色 石英 含

台部 のみ

6 弥 生土 器 S B 4 頚部径　　　　 7．2 や や細頸 の なで肩 の プロ 肩 部 に櫛 刺 突横線 文が 1 にぷい黄 色 頚部 ・肩 部 4 1－6

・＝ヒ宝ぎ ポ ー シ ョンを持 つ 。 条 め ぐる 雲 母 ・礫 多

白色石 英 ・透 明石 英

含

残存

7 弥生 土器 S B 4 口径　　 （2 4 ．2 ） 口緑 がや や外 方に たち あ 口縁縦 、斜 めパケ 、体部 にぷい黄 橙色 杯部 1／3残存 4 17

l

台付 鉢 が る鉢部 。

】

縦 へ ラミ ガキ、 口緑 ・体

部 の境界 に横 へ ラミ ガキ

橙滋 子 ・砂凝 多

白色 石英 ・黒範 子含

脚 台 部欠損

8 弥生 土器 S B 4 胴 部最大 径　 1 6．8 胴部 最大径 付近 の張 り にぷい黄 橙色 休 部 ・底部 4 1〃8

壷 底径　　　　　 6．0 は小 さい 。底部 は上 げ底

状 に くぼ む。

灰色 凝 ・礫 ・白色

石 英多

1／3残存

9 弥生 土器 S B 4 底径　　　　　 6．3 底部 は上 げ底状 胴 部下半 は横 、斜 めのハ 外 面灰 褐 色 ・ 底 部 ～胴下 4 1－9

壷 ケ調 整後 に ミガキ を施 し

て い る。

内面淡 黄色

橙色凝 ・礫 ・租 砂多

白色 石英 含

半部約 4 ／5

残 存

10 弥生 土器 S B 4 底径　　　　　 6．2 底 部 は上 げ底状 胴 部下半 の 内外 面 と もに 明褐 色 体 下部 ・底 部 4 2－1 0

壷 ミガキ。 灰色 ・褐色 滋子 ・

石英 ・長 石 ・小 礫多

1／3残存

1 1 弥生土 器 S B 5 口径　　　 （5．5） 単 純 口緑 の細頸壷 。 なで 文様 帯 は頚部 か ら胴 部最 にぷい黄 橙色 底 部欠 損 4 2－1 1

＝お空 胴部 最大径　 1 6．8 肩 の プ ロポー シ ョン。 大径 まで 。櫛措 縦線 文で

5 分 割。 斜格子 文。頚 部

に櫛 描横 線文 。

橙色粧 子 ・租砂 多

黒雲 母含

1 2 弥 生土 器

壷

S B 5 底径　　　 （5 ．6） 底 部 は上 げ底 状 浅黄色　 黒 粒子 ・砂

粧 多　 橙粧 ・雲 母含

底 部 1／6 欠損

1 3 弥 生土 器

壷

S B 5 底径　　　　　 5．4 底 部 は上 げ底 状 内面 パケ 後へ ラナ デ、

底部 ナデ

橙色

褐色粧 子 ・長石 多

灰色小 磯 ～礫含

底 部残存

1 4 弥 生土 器 S B 5 胴 部最 大径　 14 ．4 なで肩 で、胴 部最 大径 が 肩部 に平行 す る 2 本 の棒 にぷ い黄橙 色 頚 部 ～底部 4 2－1 4

壷 底 径　　　　　 5 ．2 器 高 に比 して大 き く、 や

や 寸詰 ま りの形状 。底 部

は上 げ底 状 に くぼむ。

状浮 文が 4 箇所 、胴 部

最大径 付 近に も2 つ の

円形 浮文 が 4 箇所 に貼 付

橙色範 子 ・雲母 ・白

色石 英 ・透明石 英多

残存

－57－



表4　屠村遺跡出土豊器観察表（2）

i＿N。．種 別 ・器種 出土位 置 計測 値　 （cm ） 形態 の特徴 技法 の特徴 胎 土 ・色調 備　 考 図版 No．

15 弥生 土器

壷

S B 5 胴部 最大径 （18．1）

底 径　　　　　 7．1

若 干球胴 状 を呈す る。 にぷ い黄橙色

橙 色滋 子 ・礫 多

透 明石 英 ・租 砂含

4 2－1 5

1 6 弥 生土 器 S X 2 口径　　 （1 1．6） や や肩の 張 る形 状。 単純 文様 帯 は もたない 。全面 灰 白色　　 小礫 多 口緑 部1／4 4 2－16

恵宝ぎ 日録 で端 部に面 を もつ。 ハ ケ調整 。 橙色 滋子 ・砂溢 含 体 部 1／2残存

1 7 弥 生土 器 S X 2 口径　　 （19．3） 胴 部最 大径 は若干 上位 に 口唇 部 にキザ ミ を有 し、 に ぷい橙 色 口綾部 1／4 4 2－1 7

聾 胴 部最 大径 （1 8．4） あ り、ロ緑 部の屈 曲 は比 全面 にパ ケ調整 を施 す。 橙色粒 子 ・白色 石英 休 部 1／2残存

脚 台径　　　　 8．5

器高　　　　 2 4ユ

鞍 的緩 やか 。 ・透 明石 英多

雲母含

脚 部完 形

18 弥生 土器 S F l 最 大径　 （4 2．0） 大 型 品。胴 部最大径 は器 全 面 に斜位 のパ ケ調整 。 にぷ い黄橙 色 胴部 底部 1／2 4 3－1 8

＝土ナ雪ぎ 底径　　　　　 7．0 高 に比 して大 きく、稜 を

もち明瞭 に屈 曲。 なで肩

肩部 に 断面三角 形 の隆帯

胴 部最 大径 部分 には横位

のパケ調 整 。

2～5m mの黒 色 ・褐 色

・灰 色 ・長 石の礫 多

石 英滋子 含

残存

1 9 弥 生土 器

聾

S F 3 台付 嚢 パ ケ 目調 整 にぷい黄 橙色

4 mmまで の礫 多

橙色 滋子 ・砂凝 含

胴 部 ・

脚 台部 1／3

残存

2 0 弥 生土 器 S F 2 口径　　 （2 5．8） 大 型 品。折 り返 し口緑 。 頚部 ～胴 部最大径 まで縦 、明黄褐 色 一 部欠 損 4 3u2 0

壷 胴部 最大径　 4 4．9 器 高 に対 し胴 部最 大径 が 胴 部最 大径 ～底 部 まで横 橙色凝 子 ・礫 ・白色

底径　　　　　 8．2 大 き く、 なで肩。 肩部 に のパ ケ。 口緑 端 面 は櫛 刺 石英 ・透 明石英 多

器高　　　　 5 5．9 断面三角 形 の隆帯 。 突文が 縦 ・斜 めに二段 。

肩 部隆帯 に斜 位 の櫛 刺 突

雲 母 ・租砂 含

2 1
l 弥生土 器 包 含層 】 口径　　　 4 1ユ ！大型 品 。杯部 は球胴 形 を 口唇部 キザ ミ。胴 部最大 にぷ い黄橙色 体部 1／4欠損 4 3－2 1

聾 胴 部最 大径　 4 3．6 せず 胴部 上半 は直立 気味 径 より上 半 は 6 本単 位 の 橙色 を子 ・白色石 英 脚台 部 との接合

脚 台径　　 13．8 に立 ち上 が る。 縦位 ～斜 位、 下位 は斜位 、

最大径 部 分は横 、 日録部

内面 は横 方向 のハ ケ 目。

・透明 石英多

礫 ・租砂 ・雲 母 ・

灰 ・黒 ・茶色粒 子含

部分欠 損

体 部 に黒斑

2 2 弥生 土 器 包含 層 胴部 最大 径　 3 8．0 胴 部 中位 に最大径 が くる 、頚部 は縦位 、胴 部最大 径 にぷ い黄橙 色 口緑欠 損 4 3－2 2

壷 底径　　　　　 8．0 丸 み を帯 びた算盤 玉状 の 付近 は横位 、他 は斜位 の 灰 色 ・茶色 溢子 ・長 全 体の 1／3欠 損

プ ロポー シ ョン。 肩部 に

隆帯 を有す る。

パケ調 整。 石多　 黒色 滋子 ・雲

母含

焼 成 や や軟

23 弥生 土器 包 含 層 口径　　 （1 9．5） 大 型品 。な で肩の 長い 頸 部 に櫛 措横 線文 、胴 部 日録 か ら頚 部橙色 口縁 部 1／2 4 4－2 3

壷 胴 部最 大径　 3 1．0 無花 果形 で、 頚部 は細頚 上 半 に櫛 によ る斜格 子 文。胴 部 、底部灰 黄褐 色 胴部 1／5欠損

底径　　　　　 7．5 状 。単純 口緑 。底部 は上 波 状文 で文様 苛 を縦 に 4 長 石 ・石英 ・灰色凝

器高　　　　 4 4ユ げ底 状。 分 割。胴 部下 半横 ミ ガキ。子 含

2 4 弥 生土 器 包含 層 胴 部最大 径　 1 5．2 非常 に細 い頚部 。胴 部 は 頚 部に縦 位 のミ ガキ。 にぷい黄 橙色 ロ緑 部欠損 4 4－24

壷 底径　　　　　 5．7 最大径 が上 位 にあ り、丸

み帯 びる 。底部 やや 凹む

茶色 凝子 ・白色 石 英

・透 明石 英多　 礫含

2 5 弥生 土器 包含 層 口径　　 （1 0．0） やや 内湾気 味．の 日録 を も にぷ い黄 橙色 残存 率 1／3 44－2 5

壷 器高　　　　 1 4．8 つ広 口塵。 橙 ・灰 ・褐 色凝 子含

2 6

2 7

弥生 土器

壷

弥生土 器

壷

包含 層

包 含層

底径　　　　　 6．2

底径　　　　　 7．2

平 底 の底部 。 内外 面ナ デ

底 部外 面パ ケ 目調 整。

底 部 ナデ、籾 痕 あ り。

灰 黄色　 砂 凝多　 黒

色 粒子 ・白色石 英含

浅黄橙 色　　 褐色 ・

薄茶色 ・灰 色凝子 ・

小磯 多　 長 石含

平 底底 部残存

底 部残存

4 4へ2 6
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表5　居村遺跡出土土器観察表（3）

種別・券種 出土位置 計測値　（cm）

胴部最大径（21．7）

形態の特徴 技法の特徴 胎土・色調

肩が張り、頚部は太く

短い

肩部に櫛刺突羽状文。胴

部下半は横方向のミガキ。

にぷい黄橙色

橙色粒子・雲母多

頚部＼休部

中位2／3残存

白色 ・灰 色範 子含

2 9 弥生 土器 包含 層 底径　　　 （9 ．2 ） 胴 部 は若 干球胴 状 を呈す 券 面全体 にパケ調 整。 外 面 明黄褐色 ・ 体 下 部 1／4 4 4 －29

聾 る。 内 面橙色

灰 色凝子 ・長石多

薄茶礫 ・褐色 小礫 含

脚部 1 ／2残 存

3 0 弥 生土器 包含 層 口径　　　　 14 ．9 胴部 は球 胴状 を豊 し、 ロ 全 面 にハケ調 整。 口唇 部 ロ縁 にぷい褐 色 ・胴 口緑 部 1／2 4 4 －30

嚢 胴 部最大 径　 17 ．3 縁部 は 「く」 の字 に屈 曲 にはキ ザ ミを有す る。 部黒褐色 ・脚 台部 に 胴部 3 ／4

底径　　　　　 8 ．8

器 高　　　　 2 4 ．5

す る。 ぷい橙 色

橙 色 ・灰 色 ・長石 含

脚台 部 1／1

残存

3 1 弥生 土器 包含 層 口径　　　　 18 ．0 胴部 は球 胴状 を呈 し。 口 全 面 にパ ケ調 整。 口唇 部 にぷ い黄橙色 ロ縁 部 ～体 部 4 4 －3 1

聾 胴部 長大 径　 2 0 ．6 緑部 は 「く」 の字 に屈 曲

す る。

にはキ ザ ミを有す る。 橙 色粒子 多　　 白色

石英 ・透明 石英含

中位 1 ／8欠 損

3 2 弥生 土器 包含 層 口径　　　 （3 3 月） 大型 品。体 部 は胴部 最大 全 面 に縦 、斜 め方 向の ハ にぷ い黄橙色 口綾 部か ら 4 3 －3 2

賓 最大径　 （28 ．8） 径 か らやや内湾 しなが ら

直立 気味 に立 ち上 が り、

目線 部 は緩や かに外 反す

る。

ケ調 整 。 褐 色 ・黒 色 ・灰色 礫

多 1 ㌦ 2 m mの長 石

・透 明石英含

胴部 上半 に

か けて 1／4

残存

焼成 やや軟

3 3 弥生 土器 ′11∠ゝJR守′さし′己▼ノ胃 rr AY　　　　　　　　　　／′ヽ′へ　メ＼L l乍E　　　　　　 tJO ．隼ノ 大型 品。体 部 は胴部 最大 全 面 に斜 め方 向 のパケ調 口縁 1 ／8 1－つ　つつ‘十J　J　J

賓 最大径　　 （3 6 ．2）

l

径 か らやや内湾 しなが ら 整 。 ロ緑 内 面は横 方向 の ぷい黄 橙色 胴部 の上 半

も直 立気 味 に立ち上 が り、パ ケ 目が見 られ る。 灰 色 ・褐 色礫 多 1 ／4残 存

t　【〈
J J

l 弥生 土器 ′1　∠hLF〒ヲ′さし′己▼ノ胃
I　rr ぇ甘　　　　　　　　′ハハ　メ、

L l乍E　　　　　　 tJO ．隼ノ
［大型 品。体 部 は胴部 最大 ［全 面 に斜 め方 向 のパケ調 口縁 1 ／8　　　 I 4つ　つつl

‘十J　J　J

34

賓
i 最大径 （3 6 ・2） 径 か らやや内湾 しなが ら 整 。 ロ緑 内 面は横 方向 の ぷい黄 橙色 胴部 の上 半

も直 立気 味 に立ち上 が り、

日緑 部 は緩や かに外 反す

る。

パ ケ 目が見 られ る。 灰 色 ・褐 色礫 多

2 ～ 4 mmの 長石多

1 ／4残 存

焼成 良

弥生 土器

聾

包含 層 底径　　　 （7．3 ）

；

台付 聾 脚 部内 面 に指 頭痕 にぷ い黄橙色　 灰 色

・茶色滋 子 ・雲 母多

脚残存

l l

3 5
［ 弥生 土器

嚢

包含 層 底径　　　　　 9 ．1 台付 聾 脚 部内 面 に横 方 向のヘ ラ

ナ デ

浅黄橙 色

灰 色 ・褐 色滋 子 多

長石微粒 子 多

脚残存 ［

3 6 弥生 土器 包含 層 胴 部、体 部 の 台付 聾 外 面パ ケ 目調 整。 にぷ い黄橙色

聾 接合 部径　　　 5 ．6 胴 部内 面 にヘ ラナデ。 橙 色粒 子 ・白色 石英

・透 明石英 ・礫 多

37 弥生 土器

聾

包含 層 脚 台径　　　　 5．8 台付 賓。 脚台 部 と胴 部の

境 を粘土 帯で補 強後 、指

で押 さえる。

内外 面 パケ 目 浅黄橙 色

橙色凝 子多　 灰色 粒

子 ・白色石 英含

38 弥生 土器

高杯

包含 層 高年 脚部 杯 部 と脚部 の接合 部 隆苛

の上 下 を ヨコナ デ。

脚 部外 面縦位 の ミガ キ。

にぷ い黄橙 色

白色石 英 ・黒色礫 ・

灰 色礫 多

3 9 弥生 土器 包 含 層 口径　　　 （2 1 ．6 ） 口緑 はや や外 反 し、胴の 器 面全体 に横 位 、斜位 の 橙 色 口縁 ～体 上部

聾 張 らな い深鉢 形 を呈 す る。幅広 な条痕 を施す 。 口唇

部 は内 面の みに キザ ミ。

褐 色粒 子 ・長石 多

灰 色 ・茶色 ・薄茶 範

子 ・石 英 ・小礫含

1 ／4 残存
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弥生時代後期後半～古墳時代前期の土器

25はやや内湾気味の目線をもつ広口壷である。28はSBlの覆土中から出土したもので、斜面の上

位から落ち込んだものと考えられるものである。全体的に肩が張る形態のもので、頸部は太く短い。

肩部に櫛刺突羽状文が巡り、胴部下半には横方向のミガキがみられるものである。47も櫛刺突羽状文

の施された広口壷の肩部の破片である。50は胴部がやや丸みを帯びた広口壷である。29◎30◎31は胴

部が球胴状を呈し、「く」の字に屈曲する目線をもつ台付賓である。脚台部はやや内湾する。49は高塀

の脚台部である。外面はナナメパケが施され、脚段部はパケ→ヨコナデで仕上げられている。

石器未製品

51は磨製石鉄の末製品と思われるもので、表面に研磨痕がみられるものの、刃部は作り出されてい

ない。石材は砂質粘版岩である。

第3節　まとめ

居村遺跡は、居村古墳群の下層から検出された丘陵上に立地する集落遺跡であり、調査の結果、弥

生時代中期後半から古墳時代前期にかけての時期に相当する住居跡◎掘立柱建物跡◎土器棺墓等の遺

構群が検出された。ここでは本遺跡から検出された遺構◎遺物について概観し、まとめとしたい。

居住域としての遺構は、住居跡が5基、掘立柱建物が1基検出されている。住居跡は居村1号墳の

盛土下で確認された1基（SB4）のほか、丘陵南側斜面を削って平坦面を造り出した4基（SBl◎

SB2◎SB3◎SB5）が検出された。各住居跡の時期は、床面上から出土した土器から判断して、

SB5が中期後葉（白岩式期）、その他のSB4は後期前半（菊川式期上　SBl、SB3は後期後半

（菊川式期）、SB2は古墳時代前期のものとそれぞれ考えられる。古墳時代後期の古墳築造に関わる

整地によって、丘陵上の遺構が失われた可能性も考えなければならないが、いずれの時代でも遺構の

数が少ない点は、平野部から南へ奥まった狭い丘陵上という立地と考え併せ、永続的な居住を目的と

した集落ではなく、短期間に営まれ、廃絶された極めて小規模な集落であったことが窺える。また時

期別に土器をみると、遺跡全体から出土した土器のうち、弥生時代後期後半に属するものが多く、こ

の時期が当遺跡の盛期であったといえる。また掘立柱建物は、住居跡（SBl◎SB2◎SB3◎S

B5）が近接して検出された位置から北側の平坦面で1棟分が検出されている。桁行2間×梁問1間

（5・2×2・7m）の規模の建物であり、集落内の貯蔵施設としての高床式倉庫が想定される。年代は不

明であるが、仮に弥生時代のものであるとすると、梁間が1間であるプランを持つこの建物は、弥生時

代では一般的なものであり（宮本199且主その大きさも、県内の弥生時代の掘立柱建物の検出例と比較

すると平均的な規模のものといえる（松井1995）。しかし当遺跡の集落規模からみると、決して小規模

な構造物とはいえないものである。

また調査では弥生時代中期末から後期前半の土器棺墓の検出がみられた。大型の土器が土坑に横位

に納められたSFl、SF2のほか、遺構は流失していたが土器が大型品であることから棺として利

用したものと考えられるもの（No◎21◎22）がある。土器棺墓のタイプとしてはいずれも単相で、器

種はNo⑳21の非常に大型の台付婆を除いて、壷が主体となっている。静岡県内の土器棺墓について

は、ほぼ全県に分布がみられるが、東部◎中部に比べ、西部に分布が多いこと、縄文時代終末から弥

生時代中期に盛期がみられること、西部でも天竜川の東側では後期まで継続するという地域性がある

ことが指摘されている（向坂1990）。また、掛川市◎袋井市山下遺跡や浅羽町北山遺跡、浜松市角江遺
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跡などのように同一遺跡の中に異なる墓制が共存する例がいくつかみられるが、当遺跡のSF9、S

FlO、SFllについては、第2節の文中で指摘したように土坑墓の可能性も考えられ、幼小児を埋葬

する墓制として土器棺墓が、成人を埋葬する墓制として土坑墓がそれぞれ採用されたことも考えられ

よう。

その他出土した遺物について、包含層出土の土器について若干触れておく。弥生時代の土器として

は、中期前半に相当する条痕文系の土器が量的には少ないものの出土している（』39、41～45）。これ

らの土器は条痕調整の壷形土器の目線や、長頸壷の頸部などの文様構成や調整の特徴から、いわゆる

丸子式新段階（嶺田式古段階）のものと考えられる。この段階の土器は、周辺では掛川市原川遺跡S

m10B16出土の土器群や掛川市◎袋井市山下追跡用溝墓出土の土器が類例として挙げられる。ま

た、』45の土器片については、東海西部から福島県域までの広範囲に分布が認められる、いわゆる「平

沢型」土器群の特徴をもつ長頸壷と考えられるものである（註3）。「平沢型」土器群は、東海地方の

条痕文系土器群と強い関連があるものとされ（関1983）ており、その分布は前述の通り広範であり、

弥生時代中期の広域編年を行う上で指標となる役割を果たす土器と考えられているものである（石川

1996）。また、段階は、土器でいえば長頸壷が出現する段階、また集落が当遺跡のような丘陵上や台地

上から、集落が稲作の普及定着に伴って沖積平野の微高地などの低地に進出していく段階であると考

えられており、社会や生活様式の大きな画期があった段階と考えられている。

このように居村遺跡は弥生時代後期後半を中心とした時期に丘陵上に営まれた遺跡であるが、丘陵

上あるいは台地上に立地するこの時期の集落遺跡は数多く検出されている。周辺の事例としては袋井

市愛野向山遺跡⑳一色前田遺跡、掛川市原新田遺跡、菊川町赤谷遺跡などがある。このような丘陵性

の集落遺跡の怪格については、畿内から瀬戸内にかけてみられるいわゆる高地怪集落と同様、社会の

軍事的緊張関係を背景とした防御的な性格をもつ集落であるとの考えもある。弥生時代後期の防御的

な集落としてのいわゆる環濠集落の事例や、武器等の遺物を含めた検討が必要であるが、現在のとこ

ろ積極的に可能性の裏付けとなる資料は少ない。防御的な性格という以外にも様々な理由は考えられ

るが、本遺跡はある拠点的な集落から派生した分村的な集落であったものと考えたい。愛野向山遺跡

は本遺跡と同様丘陵斜面に営まれた集落遺跡であるが、規模は低地の拠点的な集落遺跡と比較しても

遜色ないものである。このような拠点的な集落自体が丘陵上に立地し、やせ尾根上に分村的な集落が

分布する状況は、北に広がる沖積地が道川の氾濫原に相当し、生産域としてはこの沖積地を利用した

が、居住域としては自然的要因から丘陵上を選地したものと考えられよう。

註

1．中嶋郁夫1988「いわゆる「菊川式」と「飯田式」の再検討」『転機』2号

2．浜松市博物館　佐藤由紀男氏の御教示による。

佐藤由紀男1994「長頚壷の出現とその意義」『地域と考古学』

佐藤由紀男1996「長頸壷の出現に関する覚え書き」『YAY！』

3．註2に同じ
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第温節　調査の概要

且◎　既往の調査

若作古墳群は袋井市愛野に所在する。袋井市◎掛川市の沖積平野に向かって、南の小笠山丘陵から

稜線が複雑に枝分かれしながら伸びているが、その丘陵の北端部付近に位置する古墳群である。

若作古墳群は、過去に工場新設工事に伴う緊急発掘調査として発掘調査が実施されている（昭和63

年7月～平成元年6月）。この調査により古墳時代中期から後期にかけての木棺直葬の主体部をもつ古

墳19基と、弥生◎古墳時代前期の丘陵上に営まれた集落◎墳墓の様相があきらかにされている。

若作古墳群は4つの痩せた丘陵の尾根上に分布し、古墳はそれぞれの尾根を単位にB◎C◎D◎E

地区の名称が付けられている。墳丘はいずれも尾根の稜線上に立地し、そのほとんどが削り出しある

いは周溝の掘削により墳丘を区画している。墳形は円形を基本とし、楕円形◎胴張方形等のバリエー

ションがある。確認された埋葬施設は木棺直葬が主体であり、箱式木棺や割竹形木棺、礫柳などが採

用されている。

出土遺物は、玉類◎鉄製武器◎鉄製工員◎土器類を中心とするが、副葬品の質◎量ともに乏しい点

が特徴である。調査された古墳のうち、副葬品を有するものは7基のみである。小型直刀◎鉄鉱を副

葬したC3号墳のほか、鉄製品や玉類を副葬した6基を除いては全く副葬品をもたない。また、分布

は北に向かって扇状に開く尾根上に比較的密集して築かれている。形成時期は5世紀中頃に造墓が開

始され、5世紀後半に造墓の中心があり、6世紀中頃まで継続することが明らかにされている。

2◎　確認調査の概要

今回の調査地点は昭和63年度調査時のC地区のさらに南、扇状に開く小支陵の結節点の位置にあた

る、標高74mの主尾根上である。今回の調査地点は袋井市教育委員会との協議の結果、「若作古墳群F

地区」と呼ぶこととなった。

調査前の状況は山林であり、丘陵上には主軸に沿って林道が敷設されており、古墳の可能性のある

高まりはこの道により切り通し状に削られていた。調査前の地形観察では、鞍部を挟んで2箇所の高

まりが確認された。北側の高まりは比較的整った円墳状の明瞭な高まりであり、南側のものは丘陵頂

部に僅かな高まりと平坦部がみられるのみで高まりとしては不明瞭であった。確認調査は高まりの頂

部を中心に十字のトレンチを設定し、遺構の検出と土層の堆積状況の確認をおこなった。また、鞍部

の南西側に若干緩やかな傾斜をもつ谷地形があり、過去の調査事例からみて、集落等の遺構の存在す

る可能性もあるため、この部分にもトレンチを設定し、遺構の有無の確認をおこなった。

北側の高まり部分のトレンチでは、薄い表土を除去すると、すぐに明黄褐色の小礫を含む基盤層が

露出した。高まりの頂部付近で、その基盤層を掘り込む形で砂礫混じりの暗黄褐色土を覆土とする遺

構を1基検出した。これが検出された位置からみて古墳の主体部に相当するものであろうことが推定

されたため、高まりの斜面において、古墳の墳丘の範囲の確認をおこなった。しかし周溝状の落ち込

み等、墳丘範囲を区画するような施設は何ら確認されなかった。

南側の高まりでは、トレンチ内に直径30～50cm程の硬質砂岩の円礫がいくつも検出され、場所によ

ってはそれが集中している状況もみられたため、この礫が人為的に置かれたものである可能性もあり、

トレンチを拡張して礫の広がりを確認することにした。特に高まりの頂部において礫の集中する状況
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第4且図　著作古墳群『地区調査区全体図
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が顕著であることを確認、これが何らかの古

墳の施設等、人為的に配された石であると判

断した。

2つの高まりの間の斜面に設定したトレン

チでは、遺構は何ら確認されなかったが、ト

レンチ内の土層を観察すると、比較的大きな

円礫が基盤層とその上の再堆積層中に多く含

まれていることが確認された。鞍部よりも南

側についてはこの大きな礫を基盤層に含む層

が広がっており、先述の南側の高まりに置か

れた円礫はこの基盤層中の礫を用いたもので

あることを確認した。

第2節　遺構と遺物

且¢　著作『且号墳

（1）墳丘（第42図）

Fl号墳は丘陵の瘡状の高まりを利用して

築かれた標高74mに位置する古墳である。墳

丘の北東部分を道により大きく削られてはい

るが、残存する南西側の墳丘の形状をみると、

墳丘の中心から外へ約4．5mの付近で、墳丘の

傾斜がより急斜面となり、さらに下るとほぼ

平坦な緩斜面となる箇所がある。そのライン

を墳丘削り出しによる整形のラインと捉え、

墳裾に相当する部分で墳丘の規模を復原する

と直径約12mの円墳となる。墳丘に盛土はみ

られない。ただし、表土から基盤層までの堆

積は非常に薄く、盛土が流失してしまった可

能性もある。墳丘の高さは残存する検出時の

墳丘ラインで1．6mを測る。周溝等の墳丘の範

囲を画する施設等はみられないが、地山削り

出しによって墳形を造り出していたものと考

えられる。なお、自然地形の形状に制約され

たものと考えられるが、墳形は若干東西方向

に長い楕円形を呈している。

（2）主体部（第43図）

墳丘頂部には、木棺直葬の主体部が3基検



出された。表土の堆積が薄いこともあり、検出は基盤層直上でおこなった。各主体部は、切り合いは

みられないものの、それぞれ主軸方位が異なる。また、最も規模の大きい第1主体部は墳丘の中心か

ら若干南へずれた位置に墓坑が掘り込まれている。北側に何も遺構の掘られていないスペースが存在

する一方で、第2、第3主体部が南側の斜面にかかる位置に掘削されている。

なお、墓坑内、墳丘周辺からは何ら遺物は検出されていない。

窮鼠主体部

第1主体部の墓坑平面形は角が若干丸みをもつ長方形をなす。主軸方位はN－910　－Eとほぼ東西

方向を向いている。検出面における墓坑の規模は主軸方向の長さ2。9m，幅は1．1～1。6mであり、西側

第42図　著作『鼠号墳墳丘図
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第43図　『且号墳主体部実測図
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に比べ東側の短辺が長い形状を呈する。検出面から床面までの深さは、最も深いところで0．35mを測

る。床面の形状は長軸方向の床面中央をさらに掘りくぼめた二段掘り状となっている。木棺の痕跡は

確認できていないが、おそらく、内側の掘り込みが木棺の置かれた部分に相当するものと考えられる。

この内側の掘り込みの幅はおよそ0。7mである。墓坑内の覆土は暗黄褐色土であり、大きさの不揃いな

礫を多く含んでいる。内側の床面の掘り込みの肩部には、直径15cm程度の比較的大きな礫が連続して

みられたが、おそらくは棺を納める際の裏込め、あるいは棺の側板を押さえる目的で充填された礫が、

棺のラインに沿って検出されたものと考えられる。先述の通り短辺が西側よりも東側の方が幅広とな

っている点、床面の傾斜が若干東から西へ傾斜している点から、被葬者の頭位は東向きであった可能

性が想定される。なお、覆土中その他から粘土は検出されていない。

第44図　著作『2号墳墳意図
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第2主体部

第1主体部の南西隅に近接して掘り込まれている。一部撹乱を受けており明瞭ではないが、平面形

は短辺が若干丸みをもつ長方形を呈しており、第1主体部と同様東側の短辺の方が若干幅広な形状を

なしている。主軸方位はN－1290　－Eをとる。検出面での残存規模は長さ2．2m，幅は西側短辺で0。

8mを測る。床面には棺の置かれた状況を推定できるような掘り込み等はみられない。

第3主体部

第1主体部の北西隅に近接して掘り込まれている。平面形は隅が丸みをもつ長方形を呈し、東側短

辺の方が若干長い形状である。床面は二段掘り状の掘り込みがみられ、第1主体部同様に掘り込みの

肩部に礫が連続して並んだような状況で検出されている。墓坑の規模は長さ1．9m，幅0．5～1．0m、内

側の掘り込みの幅は約0．45mを測る。主軸方位はN－1370　－Eである。なお、墓坑の南側には深さ40

cmのピットが検出されているが、遺構の性格は不明である。

／／6筋＼

⊆⊇　○ ◇

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第45匡i F2号墳　童体部止画集石実測図
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2．著作F2号墳

（1）墳丘

F2号境はF1号墳から南へ鞍部を挟んだ位置、F1号墳とほぼ同じ標高に立地する。墳丘は東側

が道路により削られてしまっているが、墳丘は直径約8m，高さ約1mの円墳である。墳丘は削り出

しによって整形されていたと思われるが、墳丘の区画は明瞭でない。

確認調査時には墳丘頂部に直径30cmほどの円礫が露出しており、平面的に検出したところ、これが

1．1mX1．4mほどの範囲に集中する状況が確認されている（第45図）。その位置が主体部の上面に相当

する部分であること、礫のレベルが揃っていること、礫の直下より鉄製刀子1点が出土したことから、

人為的に置かれた礫であると判断した。ただ、葺石や積石塚のように墳丘の広い範囲に置かれていた

ものではなく、周辺の基盤層中に含まれていた礫を、主体部の上面を覆う程度に置いたものと考えら

れる。

（2）主体部

礫の下層で、基盤層を掘り込んだ主体部を検出した。墓坑は主軸をN－59。－Eに向けた、短軸が

丸みを帯びた長方形を呈している。検出面での規模は長さ2．6m，幅は1．2mを測る。墓坑内はさらに

掘り込みがみられ、二段掘り状になっており、その中段のテラス部分には一見石室状に比較的大型の

円礫が配されている。墓坑上面で検出された礫と同様、付近の基盤層中の礫を、棺の固定のための裏

込めとして用いたものであると考えられる。覆土は礫混じりの赤褐色土であり、粘土はみられない。

内側の掘り込みは長さ2．1m，幅0．4mであり、検出面から床面までの深さは45cmである。

（3）遣物（第47図、図版46上段1′～4）

F2号墳では、先述の通り墳丘上面の礫の下より刀子1点が、また、墳丘上において土師器の小片

が1点、墓坑底部の南辺沿いに刀子が3点検出されている。土器片は杯あるいは高塀師部であると思

われるが、小片であるため、図示できなかった。鉄製刀子は無関のもの（1・4）と、南関のもの（2・

3）とがある。1は、無関であり、茎部には木質が残る。2は両関のもので、4点の中では比較的大

型のものである。茎部の先端を欠損しているが、刃部長8．5cmを測るもので、茎部に僅かに木質が残

る。3は両関のもので、刃部長は5．8cmを測る。刃部には木製鞠が残る。4は、無関、刃部長7．7cmを

測るもので、茎には木質が残る。
】
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第47図

10cm

F2号墳出土遺物
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第3節　まとめ

若作古墳群F地区の調査では、二基の木棺直葬の埋葬施設を持った円墳の検出をみた。過去の若作

古墳群の成果を踏まえ、調査の成果についてまとめておきたい。

検出された二基の古墳は、南東から北西の方向に向かって延びる尾根の頂部に位置する。これまで

に調査の行われた地区の古墳は、北側に広がる沖積地に近い丘陵上の、標高20mから57mに立地して

いるが、今回調査したF地区はさらに高い標高76mに位置する。また、標高の低い平野に画した丘陵

部分の古墳は、比較的密集して分布するのに対し、F地区は二基のみが点在する。

Fl号填、F2号墳ともに墳丘平面形は円形である。墳丘は地山削り出しによるもので、明確に墳

丘を区画する施設はない。墳丘規模は、Fl号群が直径12m、F2号墳が8mであり、他の調査区の

事例の平均的な墳丘規模の直径が約6～9mであるのと比較すると、Fl号境は若干大型の墳丘をも

っているといえる。しかし、幅が狭く両側の斜面が急傾斜である尾根上に立地することから、墳形◎

墳丘規模は自然地形に左右されるものと考えられ、その規模の大小に特別な意味があるものでは無か

ろう。

Fl号境では墳丘頂部付近で、3基の地山を掘り込んだ木棺直葬の主体部と思われる遺構が検出さ

れた。3基とも礫混じりの暗黄褐色土を覆土としており、いずれの遺構にも全く遺物は伴っていない。

若作古墳群では過去の調査で5基の古墳で複数の主体部をもつものが見られるが、いずれも2基の主

体部をもつものである。Fl号墳の主たる埋葬施設であると思われる第1主体部は、長さが2。9mであ

るが、過去の調査事例で検出された主体部の長さの平均が約2．0mであることを考えると、規模の大き

な埋葬施設といえる。主軸方位は尾根の主軸に対して直行するものである。墓坑掘り方の形態は平面

長方形をなし、底面は平坦である。

F2号墳は直径8mの円墳で、Fl号墳同様地山削り出しによるものである。埋葬施設は尾根に直

行する方向に木棺直葬と思われる墓坑が掘り込まれており、墓坑の中段には周辺の地山中にみられる

礫が配されていた。また墓坑の埋め戻し後に置かれたと思われる円礫が墳丘頂部にみられた。遺物は

墳丘上で刀子1点と土師器片、主体部内からは刀子3点が出土している。

若作古墳群では、これまで調査された21基のうち副葬品を有する古墳は8基しかなく、またそのい

ずれの主体部にも土器を伴わない。全く副葬品をもたないものが一般的であるという点から、今回調

査を行った2基の古墳の築造の時期について言及するのはきわめて困難である。5世紀後半から6世

紀前半と、幅をもって捉えておく必要があろう。ただ先述のとおり、このF地区の2基は他の比較的

密集した古墳よりも、若干南に離れた位置に点在する分布状況を考えると、やや時代的に降ることも

考えられる。

若作古墳群の周辺では、小型の木棺直葬墳からなる群集墳の調査事例が比較的多い地域である。こ

れらの古墳群については、5世紀代に造墓の中心があるいわゆる初期群集境とされるものである。横

穴式石室墳や横穴墓といった6世紀後半以降に盛行する、いわゆる後期群集境に先行するこのような

古墳群は、極めて在地的な性格を持った古墳群であると考えられている。これら小型古墳群が小地域

集団に属する者達の墓域であるとすれば、各古墳群の内容的な違いは、これら集団の性格や階層的な

差異を示しているものと考えられる。当古墳群の西側に谷を隔てて隣接する上石野古墳群（第Ⅵ章）

では副葬品として馬具や鉄製武器が、さらに西に立地する愛野向山古墳群では鏡や馬具、鉄製武器等

がそれぞれ出土する古墳を含んでおり、若作古墳群とは被葬者集団に明確な差異を認めざるを得ない。

このような古墳群の状況については、当地域の首長墓の動向や被葬者集団の居住域である集落遺跡の
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状況と有機的な関係があるものと思われるが、当時の社会的◎政治的背景をふまえたこれら初期群集

墳の動向について、様々な角度から検討していく必要があろう。

引用・参考文献

吉岡伸夫◎松井一明1985「静岡県愛野向山遺跡」『考古学協会年報』35　日本考古学協会
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袋井市教育委員会1990『若作遺跡◎若作古墳群』
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第Ⅵ牽　強石野古墳群の調査

第且節　調査の概要

上石野古墳群は、袋井市愛野に所在する。袋井市の南東部、小笠山丘陵は南から派生し、平野に臨

むあたりで複雑に枝分かれするが、そ

の分岐した痩せ尾根の頂部に遺跡は立

地している。

遺跡周辺は5世紀後半以降に形成さ

れた群集境の調査事例が近年増加して

きており、遺跡の西方では愛野向山古

墳群（註1）、東方では大きな谷を隔て

て隣接する若作古墳群（註2）の調査

が実施されている。また、周辺の北面

する斜面および丘陵損部では弥生時代

後期から古墳時代前期にかけての集落

跡（註1◎　2）も調査されており、こ

れらの集落に関連すると思われる墓域

も発見されている。上石野地区では、

この弥生時代後期の方形周溝墓が1基

調査されており、上石野1号墓の名称

が与えられている（註3）。

調査区は、南から北に向かって伸び

る丘陵の結節点から、2つに分岐した

小支陵の頂部2箇所である。1◎2号

墳の所在する東側の尾根は最高点で標

高86m、3◎4号墳の所在する西側の

尾根は最高点で標高76mを測るもので

ある。調査前の地形をみると、古墳の

所在する部分はいずれも尾根頂部が円

墳状に高まっており、確認調査は、こ

の墳頂部に十字のトレンチを設定◎掘

削することによって実施した。なお、

3◎　4号墳の所在する西側の尾根につ

いては、古墳の間の鞍部の東側斜面が

比較的緩斜面となっているため、時代

を異にする遺構の存在も想定し、地形

に合わせたトレンチを設定、遺構の有

無を確認することとした。

確認調査では、上石野1号墳の頂部 第48図　上石野且◎2号墳周辺地形図
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トレンチ内で、基盤層を掘り込んだ区画を、また2号境では頂部トレンチ内で、大きさの揃った石列

と主体部と考えられる区画を確認することができた。4号墳の墳頂部トレンチ内では覆土内に灰色粘

土を含む遺構を確認、また、3号墳では主体部と思われる区画を確認した。

いずれの古墳においても、表土除去後、土層帯を残しながら、墳頂部の主体部のプラン確認と、墳

丘および周溝等の確認を平面的におこなった。なお、古墳以外に設定したトレンチにおいて、他の時

代の遺構は確認されなかった。

第2節　遺構と遺物

主　上石野1号墳

（1）墳丘（第49図）

調査を実施した4基の古墳のうち、南側に所在する2号墳とともに最も標高の高い位置、かつ北側

に広がる沖積地を広く見渡せる位置に立地する古墳である。墳丘頂部から周辺の尾根の地形をみると、

第胡区　立石野　号墳墳丘図
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東西斜面、北側斜面ともに急傾斜であるが、2号墳との間の南側の尾根頂部は、明瞭な起伏もなく、

狭い平坦面が続いており、2号墳へと連続している。

腐植土、表土を除去すると、小笠山礫層の基盤層があらわれた。後世の土砂流失も考えられるが、

盛土は確認されていない。また墳丘の東西斜面、つまり尾根の東西斜面側は傾斜が急なこともあり、

墳丘も流失が激しいものと考えられるが、尾根の主軸に沿った北側、南側斜面については比較的築造

当時の形状を留めているものと考えた。

墳形は基本的には円形であるが、若干南北に長い楕円形を呈している。墳丘の南側は、尾根の主軸

に対して直交する方向に幅広な溝が掘られ、墳丘を画している。この溝は幅2．6m、検出面からの深さ

0．3mを測るもので、覆土は礫混じりの赤灰褐色土である。この周溝は墳丘の周囲を全周するものでは

なく墳丘を造りだすため尾根を分断する形で掘削されている。また、墳丘斜面の北側部分では、斜面

途中で傾斜が緩やかになる箇所がみられるが、ここが墳丘の裾部に相当するものと考えられる。以上

のことから、1号墳の墳丘は若干楕円形を呈する円墳であること、径は南北12m，東西9．5mで、周溝

底部から墳頂部までの墳丘の高さが1．2mの規模をもつ古墳であること、墳丘は基本的に自然の丘陵上

の高まりを削りだして整形していることが確認された。

（2）主体部（第50図）

墳丘頂部において、木棺を直葬したものと思われる主体部1基が検出された。主軸方位はN－740

20′－Eをとる。墓坑の検出面は基盤層直上あたりまで掘り下げて初めて確認することができた。おそ

らく墓坑上面の掘り方のラインはすでに流失していたものと考えられる。墓坑は長さ4．2m、幅は比較

的残りの良い墓坑西半部で1．1mを測り、やや角の丸い長方形を呈する。墓坑の横断面形をみると、床

予‥∴・＿‥．＿ノー－　A

第50図1号墳主体部実測図
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面部分は平坦ではなく、緩やかな丸みをもって立ち上がる。棺の

形状については棺材等が遺存しておらず、推定するはかないが、

床面の緩いU字形のカーブは棺底部分が納まる部分であり、棺の

形状を示唆するものであろう。また、床面は主軸に沿って東から

西に向かって若干傾斜している。検出面から墓坑床面までの深さ

は最も残りの良い墓坑西半部分で0．23mを測る。

東西両小口には棺の安定を図るためのものと考えられる拳大の

礫がみられる。特に東側に顕著であり、一見礫床状に並べられて

いる。また、この礫の上面をはじめ、東側小口には灰色粘土の広

がりがみられるが、棺の安定・固定を図ったものであろう。後述

する遺物の出土状況と、墓坑床面の傾斜、また小口の状況からみ

て、被葬者の頭位は東向きであったと推定される。

（3）遺物の出土状況

上石野1号墳で検出された遺物は、墓坑のプラン確認時に墓坑

覆土上面で土師器小片が確認されているほかは、すべて墓坑内の

棺内遺物と考えられる。

東側小口部分では、大刀が1振と、鉄鉱が束の状態で32本出土

している。墓坑の床面南側長辺に沿って置かれ、いずれも小口の

礫の上に乗る形で検出されている。大刀は刃部を内側に、鋒を西

に向けて置かれていた。また、墓坑底面の形状に沿い、墓坑の中

央に向かってやや内傾した状態で出土している。表面には一部木

質が遺存しており、木鞘に納められて置かれていたことがわかる。

鉄鉱はいずれも細根系のいわゆる長頸鉄であり、大刀と並行して

置かれていた。鉄鉱の茎部には木質が残っており、矢柄に装着さ

れた状態で納められたものと推定される。また、鍍身部の先端を

東に向けて置かれていた。錬束の本数は破片になったものの鉄身

部および箆被関部の数から32本と判断した。

墓坑西半部では大刀が1振置かれていた。北側長辺に沿って置

かれており、東側小口のものと同様、鋒を西側に、刃部を内側に

向けて置かれていた。また、やはり墓坑床面の形状に従って、墓

坑中央に向かい内傾した状態で出土している。こちらは表面に木

質はみられない。

墓坑西側小口部分には、鉄鎌と5点の平根系の鉄錐が置かれて

いた。木の根による撹乱のため、配置の細部については明確では

ないが、1箇所にまとめられて配置されていた。また、小口に粘

土等もみられず、構造がはっきりしないため、これら鉄器の出土

位置が、棺内に納められていたかは明確ではない。しかし東小口

でみられたような礫の墓坑底部の礫の上面に置かれており、この

礫が棺の安定をはかるものであるとの認識から、これら鉄器も棺

内に納められた遺物であると判断した。鉄鉢については矢柄の木

－76－
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質が遺存するものの、折り重なるように出土していることから、矢柄が長いまま納められていたとは

考えられず、東側の一群のように整然と並べられていたものではないと考えられる。

（4）遺物

主体部内から出土した遺物は、すべて鉄器類である。大刀2振、鉄鉱37本、鉄鎌1本および不明鉄

器1点である。

大刀（第51図1・2、図版46下段1・2）

1は鋒、茎尻の先端部分を失っているが、現存長99．6cm、刃幅2．7～3．5cm、茎幅は関付近で2．7

cm、背厚0．8cmを測る直刀で、やや内反りである（註4）。刃部は平造りによるものである。関の形態

は片関・斜角関であり、茎との境には小さな段の付くものである。茎部には目釘孔が2箇所にあけら

れている。刃部・茎部表面には僅かに木質が遺存している。2も若干内反りを呈する直刀であり、現

存長95．5cm、刃幅2．7～3．3cm、茎幅は関付近で2．3cm、背厚0．8cmを測るものである。刃部は平造

り、関の形態は撫角関であるが、1と同様茎との境には小さな段が付く。茎尻の形態は隅挟尻である。

茎部の目釘孔は2箇所にあけられている。

鉄鉱（第52図3～7、図版46中段3～7、第53図、図版47）

完形品、破片を含め、37本が出土している。形態的に細根系のものと平根系のものとの2種に大別

できる。

平根系のもの（第52図3～7）は5点が出土しており、形態的に2形式に分類できる。短茎腸挟五

み　　。。mrZ乙少　　　可。。＝′二お

く田㊤Eb　　　　匂　Ⅱ、わ　　‘Zj b

く＝缶ロー

（空包
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8

0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm
l　　　　　　　．　　　　　　　1

第52図　1号墳出土鉄製品
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角形式（3・6）と短茎腸挟三角形式（4・5・7）である。5点とも重挟（二段挟り）を有し、鉄

身部中央には矢柄を装着するための穿孔がなされている。3は鍍身長6．7cm、鋲身幅3．7cmを測り、矢

柄の木質が明瞭に遺存する。6は全体的な形状が長三角形状であるが、上方に僅かに角を持ち五角形

を呈する。4は鍍身長6．7cm、鉄身幅3．6cmを測るもので、鍍身部のふくらが明瞭である。5は4と比

べ腸挟が深い形態である。7は全体的に正三角形に近い形状で、鉄身長5．5cm、鋲身幅3．9cmを測る。

細根系のもの（第53図10～41）は、箆被関・鍍身部の個体数から判断して32本が出土しており、す

べて同一の形式である。鉄身部はふくらをもつ腸挟三角形であり、断面形はレンズ状をなす両丸造で

、
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ある。箆被関都はいわゆる台形関である。茎部および箆被部の断面形は方形をなす。箆被部には矢柄

の木質と、失柄装着のために巻かれた冒巻きが遺存するものがある。

鉄蹄（第52図9、図版拗主当日

いわゆる曲刃鎌である。背は直線的で、先端が急角度で曲がる形態のものである。残存部分の計測

値は、刃弦長湧部先端と刃部基部とを結んだ距離自選。のcm、刃幅2瀧mを測る。また基部の折り曲

げの延長線と刃弦の角度は狙0　であり、やや鋭角に柄が取り付くものである。

、、∴‡試て、・∴∴了－く欄、信ノ．く二、、　の

断面三角形の細長い帯状の鉄の板二枚に、幅7mm程度の鉄の帯を螺旋状に巻き付けたものである。

東側小田の太刀⑳鉄鉱束と同じ位置から出土している　のであるが、関連するような他の遺物もみら

れず、用途は不明である。

＿′　　＿　一＿．ン工＿六

組　墳丘　第別図）

2号壇は且号壇の南、丘陵頂部の稜線が一段低くなる手前の、感状に高まった箇所に造られている。

墳丘上の表土は薄く、これを除去するとすぐに基盤層である小笠山礫層があらわれた。墳丘には盛土

は確認できず、築造時に存在したとして、完全に流失してしまっている。おそらくは地山削りだし

によって墳丘を整形していると思われる。標高は検出画壇頂部で捕。mを測る。墳丘東側斜面におい

て鴇墳丘削りだしによるものと思われる段が比較的明瞭に残っており、この段の下端を墳裾と捉えた。

．．∴‾　∴一、㌦こ、　∴∴∵－∴ノ：言．‥！′．二一一′．・∴、∴・ハ、∴　＿、‥：∴　′　　ノ＼．い′ノ′

第錮国　造石野　考墳堵虚聞
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第55図　2号墳主体部実測図

に幅約1．8mほどの僅かな凹みがみられ、これが人為的に掘削された周溝である可能性もある。先述の

削りだしの下端と、この凹みの外側を墳丘の範囲と捉えれば、直径8mの、南側に若干張り出す不整

形の円墳となる。また、墳裾のレベルから墳頂

部までの墳丘の高さは約1mである。

（2）主体部（第55図）

墳丘頂部で、並列する2基の木棺直葬の主体

部を検出した。主軸方位は、南東側の第1主体

部がN131。－E、北西側の第2主体部がN－

370　－Eを測るものである。

第1主体部

墓坑は1．9mXO．8mの不整長方形を呈する。

北東側の小口部分の幅が最大で、南西側小口に

向かうにつれてその幅を減ずる。また北東側は

比較的方形に近いが南東側は若干丸みを帯びる。

土砂流失と授乱により、検出面から墓坑底面ま

での深さは約10cmである。床面は主軸に沿って

－80－
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緩く北東から南西に向かって傾斜している。北東側の小口部分には比較的大きな礫とともに、縁灰色

粘土がブロック状に詰められている。また、南西側小口付近にも小礫混じりの粘土がみられた。墓坑

の横断面形は、平坦な底面から緩やかに立ち上がっている。墓坑中央の主軸ライン付近と墓坑北辺付

近に10～20cm程度の礫が列状に検出されている。この石列は墓坑底面よりも浮いた状態で検出されて

いること、墓坑区画の長辺と並行に検出されていることから、木棺埋置時の裏込め、あるいは棺上に

入れられた礫が、棺の腐朽に伴い内側に落ち込んだものと考えられる。

第2重体部

第1主体部ほど残存状況は良好ではないが、残存部分で工8mXO。6mを測る長方形を呈する墓坑で

ある。検出面から墓坑底面までの深さは約10cmである。墓坑内北西小口部分には緑灰色粘土ブロック

がみられる。南西側小口の立ち上がりは失われているが、北西から南西に向かって床面が緩く傾斜し

ている。また、第1主体部同様に墓坑内に石

列がみられるが、底面から浮いている点も共

通しており、棺の側板を押さえる裏込めかあ

るいは棺上面に置かれた石が棺の腐朽により

内側に落ち込んだものと考えられる。

（3）遺物出土状況（第56図、図版48－42～44）

遺物は墓坑底面および墓坑区画内の撹乱土

中より出土している。1は第1主体部の墓坑

底面上で検出された鉄剣の破片で、鏑をもた

ない横断面形が凸レンズ状を呈する剣の刃部

片である。2は撹乱土中から出土した鉄剣片

である。3も断面が凸レンズ状をなす剣の刃

部の破片で、表面に韓の木質が遺存している。

これは第2主体部床面上から出土している。

4　◎　5　◎　6は撹乱土中から出土した刀子片で

ある。

3。上石野3号墳

（1）墳丘（第58図）

3号墳は1⑳2号境の立地する尾根の谷を

挟んだ西側の尾根上に立地している。墳丘の

北側は、茶畑の開墾による削平を受けており、

墳丘のおよそ1／5を失っている。同一尾根上の

南側に位置する4号境からはややレベル的に

降ったところであるが、他の古墳の立地と同

様、瘡状に高まった箇所に築造されている。

墳頂部の標高は70。8mを測る位置である。

墳丘部分の基盤層は、墳丘の西半分は斜行

した小笠山礫層がみられるが、東半分は、礫

層の上に乗るしまりの強い褐色の粘土質シル

㍉
．
∵

第57図　庭石野3◎4号墳周辺地形図
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第58図l　盗石野3号墳墳丘図

ト層が露出している。墳丘には盛土はみられない。墳丘の整形は、基本的に基盤層の削りだしによる

ものと考えられるが、墳丘東側においてこの墳丘を画したと思われる削りだしの痕跡が、溝状の落ち

込みとして検出されている。この削りだしの痕跡は幅約0。8mを測るものである。墳丘南側および西側

の墳丘斜面には、このような明瞭な施設はみられないが、傾斜角度の変換点の段状になった部分の下

端を墳丘裾部のラインと捉えた。以上の点から、3号墳の墳丘の平面形、規模をみてみると、直径9

mの円墳となる。また、自然地形を利用して墳丘を整形しているため、墳丘西側および北側の傾斜が

比較的急なのに対して、尾根主軸方向である南側および東側は比較的緩やかな斜面となっている。こ

の傾斜の違いにより、墳丘の最高点が、円の中心よりもやや北西に偏っており、主体部の墓坑も中心

から偏ったこの最高点部分に掘削されている。

（2）主体部（第58図）

3号墳の主体部は墳頂部に掘削された木棺直葬によるものである。墓坑は段掘りで、棺を置いたの

ち、棺小口に粘土◎礫を充填するという構造をもつものである。

－82－



1黄褐色土

2黄褐色土（礫多く含む）

3滴黄褐色土（粘性あり）

4黄褐色粘土（灰色粘土混じり）

5線灰色粘土（黄褐色粘土混じり）
6黄褐色粘土（灰色粘土混じり）

7黄褐色粘土（∂礫少、b礫多）
8緑灰色粘土

第59図　3号墳主体部
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9淡緑灰色粘土

10黄褐色粘土（礫混じり）
11時黄褐色粘土

12緑灰色粘土（礫混じり）

13黄褐色粘土（緑灰色粘土混じり）
14明黄褐色土

15青灰色粘土
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第60図　3号墳主体部鉄紡出土状況図

主軸方位はN－650　－Eを測る。墓坑は基盤層を掘り込む形で

検出されているが、検出面から約15cm下で一旦平坦面をなす。そ

こからさらに棺を埋置する部分を掘りくぼめており、段掘りの墓

坑となっている。墓坑は平面長方形を呈し、検出面での規模は長

さ3．6m、幅1．48mを測る。棺を安置するために掘られた部分の掘

り方は、墓坑上面の主軸からやや北に振った方向で掘削されてお

り、その長さ3．2m、幅0．8mを測るものである。また、検出面か

ら墓坑底面までの深さは約0．45mである。なお墓坑床面はほぼ水

平であり、傾斜はみられない。

墓坑底面にはしまりの弱い小礫・灰色粘土混じりの黄褐色土が

置き土として薄く敷かれ、その上に棺が置かれたものと考えられ

る。棺の小口部分には直径10～20cm程度の礫と、縁灰色の粘土ブ

ロックが詰められているが、棺の小口を押さえ、棺を安定させる

ためのものと考えられる。また、粘土は棺の側辺部の裏込め土中

にも小ブロック状に混じっていたほか、出土した棺内遺物の上面

にも、棺の腐朽に伴い上から落ち込み薄く被覆したと考えられる

粘土が確認されており、量的には少量であるが、棺の上面および

側面の埋め土にも粘土を用いていたことがわかる。棺の掘り方の

覆土横断面をみると、棺の裏込め土に混じった灰色粘土ブロック

が弧状に立ち上がる部分が確認されている。このことから木棺の

底部から側辺にかけての断面の形状が曲面をなすものと考えられ、

割竹形木棺あるいは舟形の木棺が納められたことが想定できる。

しかし小口部分の長軸方向の立ち上がりが明瞭でなく、構造を明

らかにすることはできなかった。

（3）遺物検出状況

墳丘斜面下からは土器片が、主体部からは鉄製品が出土してい

る。

一84－
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第62図　3号墳出土鉄金族
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l　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　1

主体部から出土した遺物は、棺内通物と棺外遺物とに分けられる。棺内遺物には大刀、鉄鉱がある。

大刀は棺の北側の長辺に沿って置かれていた。鋒を西に、刃部を外側に向けて、やや内側に傾斜した

状態で出土している。鉄鉱（第60図）は大刀の鋒の延長線上、棺の北側長辺上に鍍身を西に向けた9

本が束で納められていた。棺外遣物としては馬具がある。鉄製楕円鏡板付轡と、面繁に付随する責金

具等である。馬具は主体部の東側小口付近、墓坑底面からは約48cm上の褐色の墓坑内埋土中に浮いた

状態で検出されている。出土状況から棺を埋置した後に墓坑内に納められたものと考えられる。

なお、墳丘上および墳丘斜面下からは、須恵器、土師器の小片が出土しており、この3号墳に伴う

ものと考えられる。

（4）遺物

大刀（第61図、図版49－49）

鋒から茎尻までほぼ完全に残っている。全長96．2

cm、刃部幅2．7～3．9cm、茎幅は関付近で2．3cm、刃

部の背厚0．9cmを測るやや内反りを呈するものであ

る。刃部は平造り、関の形態は片関の撫角関であり、

関から茎尻にかけてやや幅を狭める中細の茎胴部を

もつ。茎尻は隅挟尻となっている。茎には目釘孔が

2箇所穿たれている。また、刀身部、茎尻付近には

木質が遺存する。

鉄金族（第62図50～58、図版48－50～58）

9本が束の状態で出土している。形態的にはすべ

て同一のもので、尖根系の腸挟三角形式に分類でき

るものである。錬身部の平面形は比較的深く腸挟が

－85－

第63図　3号墳出土馬具



切れ込む長三角形を呈す

る。鋲身部の造りは鏑が

比較的明瞭な片平鋳造で

ある。箆被部はいわゆる

台形関であり、箆被部に

は矢柄の木質が遺存する。

9点とも全長は14cm前

後を測る。

馬具（第63図・第64図、

図版48－59～63）

鉄製楕円鏡板付轡と、

面繁のものと思われる責

金具（61）・辻金具（60・

62・63）が出土している。

鏡板は下緑を小さく挟り

とった楕円形を呈してい

る。引手は外側連結で、

別造りの引手壷が取り付

9　　　　　　　　　　10㌣

第64図　3号墳出土馬具（復原図）

く。類例は愛野向山B12号填、雲座D1号墳（註7）、地蔵ヶ谷1号墳（註8）、高尾向山3号墳（註

9）などで出土している。

須恵器（第65図、図版48－64）

高塀の破片が墳丘東側斜面下より、賓の破片が墳丘東西斜面下より出土している。高杯は長脚一段

透かしの無蓋高塀である。珂部の直径は16．9cmを測り、外面には櫛状工具による波状文がめぐる。脚

部の透かしは三方に開けられている。胎土は粗く、焼成は灰褐色を呈する。胎土から、在地の窯で焼

かれたものと考えられる。形態的には陶邑編年のMT15型式併行（湖西編年第II期第1中期前）のも

のと考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第65図　3号墳墳丘周辺出土土器

4．上石野4号墳

（1）墳丘（第66図）

4号墳は3号墳と尾根続きの南側、標高76．8m，3号墳よりも約6m高い位置に造られている。墳

丘は癖状の高まりを利用し、基盤層を削りだして整形されている。周溝はみられないが、削りだしに

よるものと思われる傾斜の変換点の下端を墳裾と捉えると、墳形はほぼ円形の円墳、規模は直径11．5

mとなる。
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第楠田　患石野　号墳墳虚聞

（2「主体部

4号頃の主体部は、墳頂部で2基検出されている。いずれもほぼ東西方向に主軸をとり、南北に並

列している。北側のものが第1主体部、南側のものが第2主体部である。

第盈重体部（第67図）

主軸方位はN－　900　－Eとほぼ東西を向いており、墓坑は基盤層を掘り込んでいる。平面形は長

方形で、検出面での規模は長さ2。9m，幅1．0～1．37mを測るものである。検出面から墓坑底面までの

深さは0。33mを測る。東西の小口部分には、明瞭な灰色粘土のブロックがみられる。墓坑底面に置き

土（小礫◎粘土混じりの明黄褐色土）をしたのち、棺を納め、墓坑埋土とともに、棺小口に粘土を充

填したものと考えられる。棺の痕跡および棺の形状を推定しうるものは確認されていないが、墓坑の

－87－



青灰色粘土

1黄褐色土（小礫多い）

2灰黄色土（粘土混じり　小磯多い）

3青灰色粘土

4黄褐色土（灰白色粘土混　小磯多い）

5灰白色粘土（礫混じり　しまり強）

6明黄褐色土（礫多い・

灰色粘土ブロック状に混じる）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m
l l

第67図　4号墳第1主体部実測図
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赤色顔料（ベンガラ）　＜l

灰色粘土

1明黄褐色土（礫多くしまり強い）

2黄褐色土（蹟・灰色粘土粒混じる）　6灰色粘土

3明黄色土（礫多く含む）　　　　　　7黄灰褐色土（大きな礫含む　灰色粘土粒混じる）

4明黄色土（礫含む　砂質強い）　　　8黄褐色土（礫多く灰色粘土粒混じる）

5明黄褐色土（礫多く固くしまる）　9褐色土（小磯混じり　砂質強い）

旦二

赤色顔料

第68図　4号墳第2主体部実測図

－89－



0　　　　　　　10cm
L l

第69図
4号墳第1主体部
出土鉄剣

底面は比較的平坦で、東側小口の主軸方向および側辺側の裏込め土の立

ち上がりは比較的直立的に立ち上がっている。

第2主体部（第68図）

主軸方位はN－930　－Eをとる。墓坑の平面形は小口側の短辺が丸み

をもつ長楕円形を呈するものである。規模は検出面で長さ3．35m、幅1．

6mを測る。検出面から墓坑底面までの深さは0．32mである。墓坑内の北

側長辺に沿って、長さ1．6mにわたって灰色粘土が帯状に検出されてい

る。また、東側小口付近でも灰色粘土が塊状に検出されている。これら

の灰色粘土は木棺を納めたのち充填した粘土であると考えられるが、東

側のものは棺小口を押さえるためのもの、北側長辺のものは棺の側辺に

裏込めとして入れられたものと考えられる。また、墓坑中央部分にも粘

土がみられたが、これは棺の腐朽に伴い、棺の南側板が裏込めの粘土と

ともに内側に倒れ込んだものであろう。床面には棺の安定をはかるため、

直径10cm程度の礫と置き土（明黄褐色土）がなされており、この上面に

は赤色顔料（ベンガラ）が90×30cmの範囲で検出されている。

（3）遺物出土状況

第1主体部

墓坑上面では、土師器の小片が散乱した状態で検出されている。墓坑

内からは、鉄器が出土しているが、墓坑北側辺から出土したものは棺外

遺物、墓坑床面で出土したものは棺内遺物であると考えられる。棺外遺

物は刀子1点、鉄鉱1点である。棺内遺物は鉄剣1点、鉄鋲5点、刀子

1点である。鉄剣は棺の北側長辺に沿って置かれており、剣先を西に向

けている。鉄鉱はこの剣の上面に置かれており、錬身部の先端を西側に

向けている。刀子は床面中央からやや南東寄りで出土している。

第2主体部

墓坑上面には、第1主体部同様、土師器片が数点検出されている。墓

坑の中心から南西に寄った箇所で、床面上にガラス小玉67点、刀子1点

が出土している（第71図）。ガラス小玉は集中する状況が二箇所みられ、

その数は第1群が32点、第2群が35点である。

（4）遣物

第1主体部

鉄剣（第69図、図版49－67）

全長69．6cm、最大剣身幅（関部幅）3．8cmで、剣身部の厚さ7を測

る。剣身部には鏑はみられず、断面凸レンズ形を呈するものである。関

は極めて浅く切れ込み、茎胴部にほぼ左右均等に取り付いている。また、茎胴部は関部から茎尻に向

かい少しづつその幅を減じる形態をなしている。茎胴部の目釘孔は2つあけられており、剣身部およ

び茎胴部の表面には木質が一部残存している。

鉄鍍（第70図、図版49－68～73）

尖根系のものと、細根系のものとに分類できる。尖根系のものは2点出土している。72は腸挟長三
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第70図　4号墳第1主体部出土鉄鋸・刀子

角形式である。鉄身部

の腸挟は比較的深く、

若干外反気味に開きな

がら逆刺端に至る。鋲

身部の大きさに対して、

細く比較的短い頸部が

付く。箆被関都は台形

関である。鍍身部の断

面形はやや偏平な両丸

造ある。73も腸挟長三

角形式に分類できる銑

鉄である。鉄身部の長

さは幅に比して細長く、

腸挟は比較的深く切れ

込む。中央片側に鏑を

もつ片丸鋳造である。

頸部は72に比べて短く、

箆被関都は斜関となっ

ている。68′）71はいわ

ゆる細根系の鉄鉱であ

るが、4号墳出土のも

のは茎部が長い特徴がある。鉄身部は関のない竪箭式であり、箆被関都は台形関である。大きさはほ

ぼ完形の68で、長さ20cmを測る。

刀子（第70図、図版49－74・75）

いずれも小型の両関の鉄製刀子で、茎部に木質が遺存し、また刃部の研ぎ減りが顕著である。74は

残存長10．1cm、残存刃部長6．9cm、75は残存長8．0cm、残存刃部長4．5cmを測る。

第2群
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第71図　4号墳第2主体部ガラス小玉・刀子出土状況図
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第2主体部

ガラス小玉（第72図76～

142、図版49－76～142）

・刀子（第72図143、図版

49－143）

76～142のガラス小玉

は、76′～98と108～138が

紺色、99～103と139～141

が青色、104・105・142が

緑色、107が青白色を呈す

る。蛍光Ⅹ線による成分

分析によると、いずれも

アルカリ石灰ガラスであ

ると考えられ、発色元素
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第72図　4号墳第2主体部出土ガラス小玉・刀子

の違いにより、色調の差が生じている。紺色のものはコバルト、青色のものは鋼、緑色のものは銅と

鉛を発色元素としている。なお、青白色のものは発色元素は銅であり、ガラス中に細かい気泡が含ま

れているためにやや白濁して見えるようである。143は両関の刀子であり、残存長8．8cm、残存刃部長

5．5cmを測る。

第3節　まとめ

上石野古墳群は、今回の調査で新たに発見された古墳群であり、4基の木棺直葬の埋葬施設をもっ

た古墳の調査を実施した。調査の成果について整理し、簡単なまとめとしたい。

当古墳群は、南から北へ延びる舌状の丘陵頂部に築造された古墳群で、枝分かれした小支陵に2基

ずつ立地している。第Ⅴ章で報告した若作古墳群とは、大きな谷を挟んで南西側に隣り合う位置にある。

古墳は非常に眺望の良い位置に築かれており、北側に広がる道川・原野谷川の沖積平野を広く見渡す
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ことができる。4基の古墳は、いずれも丘陵頂部のもともと高まった自然地形を利用して築かれてい

る。基本的には地山を削り出して墳丘を造っているが、1号墳では尾根の主軸に直交する周溝状の掘

り込みをすることで、墳丘を区画している。墳丘は、最大の1号墳で直径12m程度と、いずれも10m

前後の小規模なもので、平面形は自然地形に制約された不整円形となっている。

4基とも木棺直葬の埋葬施設を持った古墳であり、1号墳◎3号境は各1基、2号墳◎4号境は各

2基の主体部が検出されている。墓坑の掘り方の形態は、いずれも四隅がやや丸みを持つ長方形であ

るが、1号墳は、若干長軸方向に細長いプランとなっている。木棺の痕跡が確認された3号填、底面

が丸みを持つ1号墳は、割竹形木棺あるいは舟形木棺を納めていたものと推定される。各主体部の主

軸方位は、ほぼ東西方向、丘陵の主軸に対し直交する方向となっている。また、1号境から4号境の

すべての主体部墓坑内の埋土中で、粘土が検出されている。粘土は小口部分で、塊状に検出されてお

り、木棺を固定するために小口部分に充填されたものと考えられる。また、1号墳では小口部分の粘

土とともに、拳大の礫が部分的に敷き並べられたように検出されており、これも木棺の安定を図るた

めのものと考えられる。

上石野古墳群では副葬品として鉄製武器◎農工具◎馬具◎装身具が出土している。武器類はいずれ

の古墳にも副葬されており、種類としては刀⑳剣◎鉄鉱がある。刀は1号境から2振、3号墳から1

振が出土しており、いずれも刀装具を伴わないやや内反りの直刀である。剣は完形のものが4号墳か

ら、残片が2号境から出土している。1号墳の刀1振、3号境の刀、4号境の剣は表面に木質が遣存

しており、木装であったことがわかる。鉄鉱は1号墳◎3号墳⑳4号境から出土している。1号墳の

鉄鉱は、平根系のものと細根系のものがある。このうち細根系のものは32本すべてが腸挟三角形式で、

全長や鉢身部◎箆被部⑳茎部の長さの割合もほぼ同じであり、ある規格のもとに造られた製品である

と思われる。一方平根系の5本は大きさ⑳形態ともに個体毎にばらつきがある。出土状況も刀と揃っ

た状態で出土している細根鉄に対して、平根鉢は鎌とともに小口付近から出土していることから、本

来の武器としての用途をもつ細根鉢と、それとは異なる副葬の意義を平根鉄にみることができる。平

根鉢の類例としては、掛川市各和金塚古墳（註10）や磐田市堂山古墳、袋井市若作C3号墳などで出

土しており、年代的にはやや古柏の中期的な鉄鉱といえる。3号墳からも規格の揃った尖根系の鉄鉱

が9本束で出土した。形態的には鉄身部が大きく、片鋳造とやや古い要素を持っているもので、県内

ではあまり類例のみられないものである。4号境の鉄鉱は、3号墳出土の尖根系に近い形態のもの1

点が棺外から、その他紙根系4、尖根系1がセットで出土している。農工具は、鎌と刀子が出土して

いる。鎌は1号境の平根系の鉄鉱と一括で出土したもので、曲刃鎌である。刀子は2号墳⑳4号墳で

出土している。馬具は3号境の主体部の墓坑内、棺外から出土している。小さな決りの入った鉄製楕

円鏡板付の轡で、鏡板は鋲列などの装飾のみられないものである。轡の連結の構造は、引手と街との

連結に、間に遊環を介するタイプのもので、県内の類例として愛野向山B12号墳や高尾向山3号墳出

土のものがある。装身具は、4号墳第2主体部でガラス小玉が出土している。最後に、土器について

であるが、基本的に主体部内の土器副葬は見られない。しかし、1号墳◎4号境で墓坑埋土内に、破

砕された状態の土師器片が認められ、葬送にあたり、棺上ないしは埋土後の墓坑上面に破砕され置か

れたものと考えられる。また、3号墳の墳裾からも、須恵器の砕片が認められた。

各古墳の築造された時期は、上記の各遺物の検討から行うこととなるが、普遍的にどの古墳からも

出土している遺物もなく、また年代決定に最も有効であると考えられる須恵器もわずか1点の出土で

あり、にわかに決定し難い。しかし出土遺物の組成や3号墳墳裾出土の須恵器片、鉄鉱の形態等から、

当古墳群は5世紀末から6世紀前半にかけて築造された古墳群であると考えられる。最も古い段階の

ものと考えられるものは1号墳で、副葬品に農具を含む点や、細根鉄とともに平根鉄を副葬している
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点など、副葬品の組成がやや古相を示しており、5世紀末頃の築造であると考えられる。また鉄製楕

円鏡板付轡や須恵器片の出土をみた3号墳は、6世紀第1四半期頃の年代を与えられよう。3号境の

ものと同型式の鉄鉱を含む4号墳は6世紀前半、また1号墳に隣接した位置にある2号墳は、1号境

と時期的に大きく差があるものではなく、6世紀前半の築造としておきたい。

以上のように、当古墳群は5世紀末に造墓が開始され6世紀前半まで造営された古墳群であり、木

棺直葬墳の調査事例の多い小笠山北西麓で、愛野向山古墳群や若作古墳群などとともに、いわゆる初

期群集墳のあり方を考える上での新たな資料を提供することができた。当古墳群をはじめ周辺の初期

群集墳は、古墳群ごとにその群構成や保有する副葬品の質や量、同一群集墳内の階層の有無などが異

なっており興味深いものとなっている。これらの古墳群の特徴が被葬者集団の性格を反映していると

考えれば、当時の社会構造のもとで、被葬者集団がそれぞれどのような階層に対応するものであるの

か、また、初期群集墳がどのような系譜上から出現し、首長墓の系譜とどう関わり、石室境や横穴墓

を主体とするいわゆる後期群集境にどのように繋がっていくのかなど、今後検討していかなければな

らない課題は多く残されている。

最後に、小笠山総合運動公園内遺跡群の現地調査⑳報告書作成にあたり、浅学の担当者に対して、

多くの御教示◎御助言を賜った。末尾ながらここで御芳名を挙げさせていただき、深く御礼申し上げ

たい。また、小笠山総合運動公園建設事務所の方々には、文化財調査に対する御理解と御協力をいた

だき、袋井市教育委員会、掛川市教育委員会の方々には、多くの有益な御助言◎御協力をいただいた。

併せて感謝申し上げる。

池淵俊一　川江秀孝　後藤建一　佐藤由紀男　柴田稔　白澤崇　鈴木敏則　戸塚和美
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図版1　居村古墳群



図版2　居村古墳群

2．1号墳天井石検出状況（南より）



図版3　居村古墳群



図版4　居村古墳群

I．I号墳玄室内（奥壁付近・南より）

、　一、－



図版5　居村古墳群

I．玄室内左壁

石積みの状況

（奥壁より）

2．玄室内右壁

石積みの状況

（奥壁よ’り）

3．立柱石および

石室右壁石積み

（東より）
‘　　　J



図版6　居村古墳群

i．1号墳石室全景

および墳丘断面

（南より）

2．I号墳

石室裏込めの状況

（玄室右壁・南より）

3．1号墳

墳丘盛土の状況

（右壁立柱石付近

・南西より）



図版7　居村古墳群

I．1号墳玄室

遺物出土状況

（玄室中央より左壁

立柱石付近）

2．1号墳玄室

須恵器士不出土状況

（南より）

3．1号墳玄室

平瓶・勾玉出土状況

（南東より）



図版8　居村古墳群

I．1号墳玄室

刀子出土状況

（南より）

2．1号墳玄室

大刀出土状況

（南西より）

3．1号墳玄室

装身具類出土状況

（南東より）



図版9　居村古墳群

I．I号墳玄室

耳環出土状況

2．I号墳玄室

薬玉出土状況

3．I号墳玄室

ガラス小玉出土状況



図版10　居村古墳群



図版11居村古墳群



図版12　居村古墳群



図版13　居村古墳群

2．　3号墳石室検出状況（南より）



図版14　居村遺跡



L S Bl検出状況

（東より）

2．　S Bl土器出土状況

（東より）

3．　S B2検出状況

（南西より）



図版16　居村遺跡

I．　S B3検出状況

（南西より）

3．　S B4土器出土状況

（南東より）



図版17　居村遺跡

L S Hl検出状況

（西より）

3．壷形土器No．23出土状況

（南東側斜面、西より）



図版18　居村遺跡

I．　S FI検出状況

（南より）

2．　S F2検出状況

（西より）

3．蛮形土器No．21検出状況

（南より）



図版19　若作古墳群



図版20　若作古墳群



図版21若作古墳群

I．Fl号墳第l主体部（東より）



図版22　若作古墳群

I．　F2号墳墳丘全景

（北西より）

2．　F2号墳主体部

上面集石の状況

（南より）

3．　F2号墳墳丘全景

（南より）



図版23　若作古墳群



図版24　上石野古墳群



図版25　上石野古墳群

1

．．

，かヽ

2．1号墳主体部検出状況（北東より）



図版26　上石野古墳群

I．I号墳主体部検出状況

（西より）



図版27　上石野古墳群

魔掻融離農



図版28　上石野古墳群
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2．2号墳主体部検出状況（北より）

4．　2号墳主体部完掘状況

（南より）

3．　2号墳第I主体部完掘状況

（南東より）



図版29　上石野古墳群



図版30　上石野古墳群



図版31上石野古墳群

l．　3号墳主体部全景

（南西より）

2．　3号墳主体部

東側小口の状況

（北西より）

3．　3号墳主体部

西側小口の状況

（南より）



図版32　上石野古墳群

3．　3号墳主体部

西側小口断面（東より）



図版33　上石野古墳群

I．　3号墳主体部

遺物出土状況

（南より）
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2．3号墳大刀出土状況（南東より）



図版34　上石野古墳群



図版35　上石野古墳群



図版36　上石野古墳群

I．　4号墳第l主体部

鉄剣・鉄妄族出土状況

（南西より）

2．　4号墳第l主体部

鉄嘉族出土状況

（南より）

3．　4号墳第l主体部

東側小口断面

（西より）



図版37　上石野古墳群



図版38　居村古墳群
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図版39　居村古墳群



図版40　居村古墳群
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図版41居村遺跡



図版42　居村遺跡



図版43　居村遺跡
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図版44　居村遺跡



図版45　居村遺跡

ヤ　誉潟
・．　　　　．　　・　　　、

．　1．

、i t、



図版46　若作古墳群・上石野古墳群

－「「二一二＝三二二二二⊥＝＝＝I」≒＝
1

上段：著作古墳群　中・下段：上石野古墳群



図版47　上石野古墳群
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図版48　上石野古墳群
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図版49　上石野古墳群
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